
一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

第三次産業
45％

陸上貨物
運送事業
31％

建設業
15％

1％交通運輸事業
5％

3％

第
1
回

交
通
事
故
に
み
る
高
齢
労
働
者
の
リ
ス
ク

ケーススタディ

交通事故
19％

交通事故以外
81％

第
２
回

高
所
作
業
に
お
け
る
高
齢
労
働
者
の
リ
ス
ク

第
３
回

高
齢
労
働
者
の
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

4
第

回

転
倒
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に

第
５
回

高
齢
労
働
者
の
た
め
の
快
適
睡
眠
術

6
第

回

比
較
的
低
い
位
置
で
の
墜
落
・
転
落

へ

そ

せ

す

み

時じ

無む

呼こ

吸き
ゅ
う

」対
策
と

高
齢
労
働
者
に
お
け
る「
閉い

塞く

性い

睡い

眠ん

生
活
習
慣
改
善
の
重
要
性

第
７
回

第
８
回

腰
痛
を
予
防
し
よ
う

第
９
回

両
立
支
援
〜
病
気
を
抱
え
な
が
ら
働
く
〜

整
備
不
良
か
ら
、
整
備
良
好
へ
！

10
第

回

過
重
労
働

〜
高
年
齢
労
働
者
に
配
慮
し
た
職
場
づ
く
り
を
〜
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一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
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ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

高
齢
で
働
く
方
々
が
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

い
き
い
き
と
働
く
た
め
に
は
、「
安
全
と
健
康
」
で

あ
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
加
齢
に
と
も
な
い
労
働

災
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
の
連
載
で
は
、
高
齢
に
よ
る
労
働
災
害
な
ど
の

リ
ス
ク
が
高
い
事
例
を
紹
介
し
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
高
齢
者
の
災
害
リ
ス
ク
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
を
解
説
し
ま
す
。

第
１
回
は
、加
齢
に
よ
る
心
身
機
能
の
変
化
が
大
き

な
影
響
を
与
え
る
交
通
事
故
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

仕
事
中
の
交
通
事
故
（
交
通
労
働
災
害
）
に
よ
る

半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す（
図
表
２
）。こ
の
た
め
、

幅
広
い
業
種
で
仕
事
中
の
交
通
事
故
防
止
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
多
く
の
事
業
場
で
は
、
通
勤
時
を
含
め

た
従
業
員
の
交
通
事
故
防
止
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
労
働
災
害
は
従
業
員
が
被
災
し
た
場

合
の
も
の
で
あ
り
、
従
業
員
が
被
災
せ
ず
、
加
害
者

と
な
っ
た
場
合
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要

で
す
。
事
業
者
と
し
て
は
、
従
業
員
の
交
通
労
働
災

害
防
止
に
努
め
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
事
業
者
責

任
と
し
て
は
む
し
ろ
加
害
事
故
の
防
止
に

つ
い
て
の
留
意
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

加
害
事
故
に
よ
る
災
害
発
生
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

な
お
、
２
０
１
７
年
３
月
に
道
路
交
通

法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
75
歳
以
上
で
免
許

証
を
更
新
す
る
場
合
に
は
認
知
機
能
検
査

従
業
員
の
死
亡
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
死

亡
者
数
で
み
る
と
、
図
表
１
の
よ
う
に
全
死
亡
者
数

の
２
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
業
種
別
で

は
陸
上
貨
物
運
送
事
業
を
超
え
て
、
第
三
次
産
業
が

交通事故
19％

交通事故以外
81％

第三次産業
45％

陸上貨物
運送事業
31％

建設業
15％

その他
1％交通運輸事業

5％

製造業
3％

図表1 死亡労働災害に占める
交通事故の割合

第
1
回

交
通
事
故
に
み
る
高
齢
労
働
者
の
リ
ス
ク

労
働
安
全
・
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
小
林
繁
男

ケーススタディ

交通事故
19％

交通事故以外
81％

第三次産業
45％

陸上貨物
運送事業
31％

建設業
15％

その他
1％交通運輸事業

5％

製造業
3％

図表2 交通事故による死亡労
働災害の業種別割合

出典：厚生労働省安全課調べ



職場づくり職場づくり働ける職場づくり
に

職場づくり職場づくり働ける働ける
で安全 健康

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
、

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

♳
災
害
発
生
事
例

︻
事
故
事
例
︼
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
中
、
横
断
歩
道
を

渡
っ
て
い
た
男
性
３
人
を
は
ね
、
3
人
死
傷
。

︿
災
害
発
生
状
況
﹀

①
貨
物
自
動
車
運
転
者
（
67
歳
）
が
、
国
道
を
時
速

40
㎞
で
走
行
中
、
交
差
点
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し

た
と
き
、
前
方
の
道
路
案
内
標
識
に
気
を
と
ら
れ

信
号
が
赤
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
横
断
歩
道

の
６
ｍ
手
前
で
歩
行
者
３
人
が
横
断
し
て
い
る
の

を
発
見
。
あ
わ
て
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
た
が
間

に
合
わ
ず
、
３
人
を
は
ね
た
。
歩
行
者
１
人
が
死

亡
、
2
人
が
重
傷
の
重
大
事
故
と
な
っ
た
。

②
走
行
計
画
は
、
千
葉
県
の
会
社
を
17
時
30
分
に
出

て
、
新
潟
県
の
食
品
工
場
で
荷
物
を
積
み
込
み
、

翌
日
21
時
に
会
社
に
戻
っ
て
く
る
も
の
。
走
行
距

離
は
約
7
0
0
㎞
。

③
ほ
ぼ
走
行
計
画
通
り
の
走
行
で
あ
っ
た
が
、
翌
日

の
19
時
10
分
ご
ろ
、
会
社
へ
の
帰
路
で
あ
る
埼
玉

県
内
の
国
道
を
走
行
中
に
事
故
を
発
生
さ
せ
た
。

︿
災
害
発
生
要
因
﹀

①
運
転
者
の
拘
束
時
間
は
深
夜
早
朝
を
含

む
16
時
間
を
超
過
し
て
お
り
、
疲
労
の

蓄
積
な
ど
で
運
転
に
対
す
る
集
中
力
が

大
き
く
低
下
し
て
い
た
こ
と
。

②
食
品
工
場
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
荷

物
の
積
込
作
業
は
運
転
者
の
身
体
負
荷

が
大
き
く
、
過
労
運
転
と
な
っ
て
い
た

こ
と
。

③
運
転
者
が
高
齢
で
あ
り
、
動
体
視
力
の

低
下
や
視
野
狭
小
、
と
っ
さ
の
反
応
時

間
の
遅
れ
な
ど
の
機
能
低
下
も
要
因
と

し
て
推
測
さ
れ
る
こ
と
。

︿
再
発
防
止
対
策
﹀

高
齢
の
運
転
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
次
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

①
十
分
な
睡
眠
時
間
が
と
れ
る
よ
う
な
走

行
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
。

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
、
バ
ス
運
転
者
、
タ
ク
シ
ー
運

転
者
に
つ
い
て
は
、「
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時

間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
」（
平
成
元
年
労
働

省
告
示
第
7
号
）
に
よ
り
、
拘
束
時
間
（
始
業
時

刻
か
ら
終
業
ま
で
の
時
間
）、
休
息
期
間
（
勤
務

と
次
の
勤
務
の
間
の
時
間
）、
連
続
運
転
時
間
な

ど
の
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
留
意
が
必
要
で
す
。

②
荷
役
作
業
に
よ
る
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

③
高
齢
に
よ
る
機
能
低
下
に
対
応
し
た
対
策
を
講
じ

る
こ
と
。

加
齢
に
と
も
な
い
、
筋
肉
、
眼
、
耳
、
骨
、
認
知

判
断
な
ど
の
機
能
が
低
下
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機

能
の
低
下
は
、
自
動
車
の
運
転
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
運
転
者
自
身
に
心
身
の

機
能
の
低
下
の
有
無
や
そ
の
程
度
を
自
覚
さ
せ
る

と
と
も
に
、
事
業
者
と
し
て
必
要
な
対
応
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
詳
細
を
以
下
に
示
し
ま
す
。

♴
心
身
機
能
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う

こ
こ
で
は
、
従
業
員
自
ら
が
そ
の
機
能
の
変
化
を

自
覚
し
、
必
要
な
注
意
や
対
策
を
と
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
紹
介
し
ま
す
。

人
は
、
年
齢
を
重
ね
る
と
体
の
組
織
も
外
見
も
、

ま
た
、
筋
肉
や
認
知
判
断
と
い
う
心
身
機
能
に
つ
い

て
も
変
化
が
生
じ
ま
す
。
こ
う
し
た
心
身
機
能
の
変

化
は
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
忍
び
寄
る
も
の
で
あ

り
、
個
人
差
が
大
き
い
た
め
気
づ
き
に
く
い
面
が
あ

り
、「
私
は
ま
だ
大
丈
夫
」
と
い
う
過
信
を
招
く
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
、
安
全
に
運
転
や
作
業
を
行
う



■視野、視力の変化
【静止視力の低下（老眼）をチェック】
□かすんで見える　　□特に近くが見えにくい

【動体視力の低下をチェック】
□道路上に掲げられている案内標識を見たとき、地名を判
 別しにくくなった

【視野の狭小化をチェック】
□左右からの車や人に気がつかないでヒヤリとしたことがある
□見える範囲が狭くなり、周辺部が見えにくい気がする

【水晶体の黄
こう
濁
だく
化
か
をチェック】

□かすんで見える □遠くも見えにくくなった
□物が二重・三重に見える
□薄暗くなると見えにくい □まぶしく見える
□見える範囲が狭くなり、周辺部が見えにくい気がする
□追い越し禁止車線に気がつかずヒヤリとしたことがある
□左右からの車や人に気がつかずヒヤリとしたことがある

【加
か
齢
れい
黄
おう
斑
はん
変
へん
性
せい
をチェック】

□ものの中心がぼやける　　□視野の中心が黒ずんで見える
□ものがゆがんで見える　　□薄暗くなると見えにくい
□まぶしく見える

■筋力の変化
【腰痛症をチェック】
□運転席から降りるときに腰やひざに痛みを感じたことがある
□腰、ひざ、足首に痛みがある

【股関節機能の低下をチェック】
□運転席から降りるときに腰やひざに痛みを感じたことがある
□運転席から降りるときや歩行中に転倒したり、転倒しそ
 うになったことがある

□腰、ひざ、足首に痛みがある

■睡眠や心理的な変化
【睡眠をチェック】
□睡眠時間が足りない □なかなか寝つけない
□十分な時間睡眠をとっているのに昼間眠くなる

【睡眠時無呼吸症候群（SAS）をチェック】
□睡眠中呼吸が止まる　　□大きないびきをかく
□肥満 □口やのどが渇いて口臭がある
□熟睡感がない、だるさを感じる
□日中強い眠気を感じる
□疲労感や集中力が低下する □朝、頭痛がする

【心理的な変化をチェック】
次のようなことを思ったり、経験したことはありませんか
□年をとっても運転には支障はない、これまでの経験がもの
 をいう

□ほかの運転者が割り込んできて腹を立てた
□若い者では、この仕事は無理。ここは、自分が一肌脱がな 
 いといけないと思った

【記憶力・認知力の変化をチェック】
次のようなことがありませんか？
□危険な交差点だったことに後から気がつくことがある
□最近前の車に追突しそうになったことがある
□最近デジタコ※分析で急ブレーキが多いと指摘された

図表4　心身機能のチェック

※デジタコ……デジタルタコグラフの略称。自動車運転時の速度・走行時間・走行距離などの情報をデジタル式に記録する

的
な
発
現
時
期
で
す
。

筋
肉
の
変
化
で
は
、
瞬
発
性
の
筋
肉
（
白
筋
）
の

老
化
は
止
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、持
久
性
の
筋
肉（
赤

筋
）
は
適
度
な
運
動
に
よ
り
維
持
可
能
で
す
。

ま
た
、
認
知
判
断
の
変
化
で
は
、
年
齢
と
と
も
に

短
期
記
憶
は
低
下
し
ま
す
が
、
言
語
能
力
は
維
持
さ

れ
ま
す
。

（
２
）
心
身
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク

図
表
4
の
チ
ェ
ッ
ク
を
従
業
員
に
行
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
該
当
す
る
項
目
が
あ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
の
見
出
し
の
機
能
低
下
や
疾
病
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
事

業
者
と
し
て
必
要
な
予
防
と
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
従
業
員
が
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
い
き
い
き

と
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

3
事
業
者
と
し
て
次
の
こ
と
に
留
意
し
よ
う

ま
た
、
筋
肉
・
眼
・
耳
・
骨
・
認
知
判
断
と
い
う

分
類
で
、
身
体
機
能
の
変
化
を
み
る
と
、
図
表
3
の

よ
う
な
順
に
機
能
の
衰
え
が
始
ま
り
ま
す
。

お
お
む
ね
、
筋
肉
・
眼
・
耳
・
骨
・
認
知
判
断
の

順
に
変
化
が
生
じ
始
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
個

人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
筋
肉
は
30
歳
代
後
半
か
ら
、

眼
は
40
歳
代
後
半
か
ら
、
耳
は
70
歳
代
以
降
、
骨
や

認
知
判
断
は
80
歳
代
前
後
か
ら
と
い
う
の
が
、
一
般

た
め
に
は
、自
分
で
心
身
の
状
態
を
正
し
く
把
握
し
、

自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
１
）
加
齢
に
と
も
な
う
心
身
機
能
な
ど
の
変
化

「
老
化
」
と
は
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

高
齢
労
働
者
に
安
全
に
働
い
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
こ
う
し
た
心
身
機
能
レ
ベ
ル
の
変
化
を
よ
く
知

り
、
そ
の
変
化
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
、
変
化

に
対
し
作
業
環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

図表3　成長と老化、ゆっくり
とした多様な身体機	
能の生理的変化

時間軸の
向き

☆個人差が大きい変化は
気づきにくく「自分は大丈夫」と

誤解しやすい！

筋肉の変化眼の変化

骨の変化

耳の変化

認知判断
の変化

①
加
齢
に
と
も
な
う
細
胞
や
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の

変
化

②
臓
器
レ
ベ
ル
で
の
変
化

③
髪
や
皮
膚
な
ど
の
外
見
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
変
化

④
筋
肉
・
眼
・
耳
・
骨
・
認
知
判
断
と
い
う
心
身

機
能
の
レ
ベ
ル
で
の
変
化

2017.5
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事
業
者
は
、
♴
「
心
身
機
能
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク

し
よ
う
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
従
業
員
の
心
身
機
能

が
年
齢
と
と
も
に
変
化
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
交
通

労
働
災
害
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
災
害
を
防
止
す
る

た
め
の
責
務
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
高
齢
労
働
者
は
心
身
機
能
の
低
下
に
加

え
、
ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
す
る
傾
向

が
あ
る
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
多
く
の
実
践
に
よ

る
判
断
力
や
技
能
と
い
っ
た
貴
重
な
財
産
を
有
効
に

活
用
す
る
と
い
う
視
点
が
必
要
で
す
。そ
の
う
え
で
、

具
体
的
に
は
、
次
の
こ
と
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
高
齢
の
自
動
車
運
転
者
の
交
通
労
災
防
止
の

指
導

①
定
期
健
康
診
断
時
、
眼
科
の
検
査
も
受
け
さ
せ
る

な
ど
に
よ
り
、
目
の
機
能
低
下
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

自
分
自
身
の
目
の
状
態
を
自
覚
さ
せ
、
必
要
な
場

合
は
専
門
の
医
師
の
診
察
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

②
視
野
が
狭
く
な
り
、
自
動
車
や
人
が
横
か
ら
来
る

の
が
見
え
に
く
く
な
る
た
め
、
運
転
時
の
左
右
の

確
認
は
目
だ
け
で
な
く
、
顔
を
そ
の
方
向
に
向
け

て
確
認
を
さ
せ
る
こ
と
。

③
長
距
離
運
転
の
場
合
は
、
長
時
間
の
連
続
し
た
運

転
と
な
ら
な
い
よ
う
、
通
常
よ
り
も
頻
繁
に
休
憩

を
と
ら
せ
る
こ
と
。

④
筋
力
低
下
な
ど
に
よ
り
反
応
が
遅
れ
る
こ
と
か

ら
、
車
間
距
離
を
十
分
あ
け
て
走
行
す
る
こ
と
を

徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

（
２
）
荷
役
作
業
時
の
災
害
防
止
の
教
育

務
に
無
理
が
な
い
か
ど
う
か
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

（
５
）
記
憶
力
、
認
知
力
の
変
化
に
配
慮
し
た
指
導

①
危
険
箇
所
を
示
し
た
安
全
情
報
マ
ッ
プ
（
危
険
マ

ッ
プ
）
を
作
成
し
、
運
転
時
の
危
険
箇
所
を
明
示

し
て
事
前
に
注
意
を
喚
起
す
る
こ
と
。

②
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
、
K
Y
T
（
危
険
予
知
訓
練
）

な
ど
に
よ
り
危
険
感
受
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

③
車
間
距
離
を
あ
け
る
こ
と
、
速
度
超
過
に
な
ら
な

い
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
。

④
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
を
装
備
し
、
運
転
者
に
自

分
の
運
転
の
ク
セ
な
ど
に
つ
い
て
自
覚
さ
せ
、
安

全
運
転
の
指
導
を
す
る
こ
と
。

以
上
の
指
導
・
教
育
を
行
い
、
従
業
員
の
心
身
機

能
の
変
化
に
よ
る
交
通
労
働
災
害
の
リ
ス
ク
低
減
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

図表5　高齢になると視野はこんなに狭くなる

①
取
り
扱
う
荷
の
重
量
、
作
業
量
に
つ
い
て
事
前
に

確
認
し
、
適
切
な
作
業
方
法
を
指
示
す
る
こ
と
。

②
長
時
間
の
運
転
の
あ
と
は
、
股
関
節
な
ど
へ
の
影

響
が
大
き
く
、
腰
痛
や
転
倒
災
害
に
な
り
や
す
い

危
険
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
運
転
席
か
ら
の
飛
び

降
り
は
禁
止
す
る
こ
と
。
ま
た
、
降
り
た
後
す
ぐ

に
重
い
荷
物
を
持
た
な
い
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
。

（
３
）
疲
労
回
復
と
睡
眠
の
確
保
の
た
め
の
指
導

①
十
分
な
休
息
期
間
、
休
憩
時
間
が
確
保
で
き
る
走

行
計
画
と
す
る
こ
と
。

②
夜
間
の
運
転
業
務
の
回
数
な
ど
に
つ
い
て
も
配
慮

す
る
こ
と
。

③
疲
労
の
回
復
が
で
き
る
よ
い
睡
眠
が
と
れ
る
よ
う

教
育
を
す
る
こ
と
。

④
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
実
施
し
、
必
要
な
場
合

は
医
師
に
よ
る
治
療
を
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

（
４
）
心
理
的
な
変
化
に
配
慮
し
た
指
導

①
加
齢
に
と
も
な
う
自
分
の
弱
点
を
十
分
理
解
し
、

安
全
運
転
を
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

②
長
年
の
経
験
か
ら
自
分
は
こ
れ
で
よ
い
と
す
る

「
マ
イ
ル
ー
ル
」
が
で
き
ま
す
。
指
導
教
育
で
は
、

運
転
者
自
身
で
気
づ
き
、
行
動
を
修
正
す
る
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
経
験
や

技
能
の
あ
る
ベ
テ
ラ
ン
な
の
で
、
強
制
的
な
指
導

で
は
納
得
し
な
い
点
も
あ
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

③
ベ
テ
ラ
ン
と
し
て
の
立
場
か
ら
無
理
な
行
動
（
例

え
ば
、
ほ
か
の
運
転
者
の
分
ま
で
替
わ
っ
て
や
る

な
ど
）に
も
な
り
が
ち
で
す
。
高
齢
運
転
者
の
業
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一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

今
回
は
高
所
に
お
い
て
発
生
し
た
墜
落
・
転
落
の

災
害
事
例
を
通
し
て
、
高
齢
者
の
持
つ
心
身
機
能
の

リ
ス
ク
の
理
解
と
、
高
所
作
業
の
際
の
リ
ス
ク
低
減

の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。こ
こ
で
、＂
墜
落
・

転
落
＂
と
聞
く
と
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
こ
と
が
原

因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、＂
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
＂

こ
と
は
結
果
で
あ
り
、
そ
こ
に
至
る
原
因
ま
で
深
掘

り
し
て
考
え
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

建
設
業
の
就
業
人
口
は
製
造
業
の
約
２
分
の
１
で

す
が
、
死
亡
災
害
は
平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、
製

造
業
１
６
０
人
に
対
し
建
設
業
３
２
７
人
と
、
人
数

墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止
が
重
要
で
あ
る
か
が
わ
か

り
ま
す
（
図
表
1
）。

な
お
、﹁
高
所
﹂を
落
差
の
大
き
な
作
業
す
る
場
所

に
限
定
し
な
い
で
、階
段
、踏
み
台
な
ど﹁
墜
落
・
転

落
す
る
恐
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
﹂
と
と
ら
え
て
く
だ
さ

い
。
高
所
は
労
働
安
全
衛
生
法
で
は
高
さ
２
ｍ
以
上

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
た
と
え

で
は
約
２
倍
、
発
生
率
で
は
約
４
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
建
設
業
の
死
亡
者
の
内
の
墜
落
・
転

落
は
１
２
８
人
と
約
40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

東
京
労
働
局
管
内
に
お
け
る
全
産
業
の
平
成
17
年
～

26
年
の
10
年
分
の
死
亡
災
害
統
計
で
は
、
全
体

７
７
８
人
の
死
亡
災
害
の
う
ち
、
50
歳
以
上
が

３
９
５
人
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
事
故
の
型

別
で
み
る
と
こ
の
う
ち
の
42
％
を
墜
落
・
転
落
が
占

め
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
は
第
２
位
の
交
通
事
故（
道

路
）
の
約
2
・
7
倍
に
あ
た
り
ま
す
。

い
か
に
多
く
の
業
種
を
通
し
て
高
齢
者
に
対
す
る

第
２
回

高
所
作
業
に
お
け
る
高
齢
労
働
者
の
リ
ス
ク

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
鈴
木
信
義

ケーススタディ

交通事故
（道路）
15.4％

はさまれ、
巻き込まれ
　 10.9％

その他
31.6％ 墜落、転落

42.0％

図表1　東京局管内における事故の型
別発生状況

出典：東京労働局労働基準部「高年齢労働者
の安全と健康」

（平成17〜平成26の10年間における死亡災害
50歳以上 395人）

事故の型別発生状況（50歳以上）
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50
ｃ
ｍ
で
も
高
所
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

♳ 

災
害
発
生
事
例

︻
災
害
事
例
︼
ビ
ル
建
設
現
場
で
、
高
齢
作
業
員
が

残
業
を
終
え
、
暗
い
工
事
用
仮
設
階
段
を
下
り
て
い

た
際
に
、
足
を
踏
み
外
し
て
転
倒
し
、
そ
の
ま
ま
吹

き
抜
け
開
口
か
ら
墜
落
し
て
死
亡
し
た
。

こ
の
事
例
は
建
設
業
に
か
ぎ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な

作
業
現
場
に
も
通
じ
る
高
齢
者
の
多
く
の
特
質
を
含

ん
で
い
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

︿
災
害
発
生
状
況
﹀

①
４
階
建
て
新
築
ビ
ル
現
場
の
屋
上
で
の
作
業
で
あ

り
、
定
時
で
終
わ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
当
日
の

資
材
入
荷
が
遅
れ
た
た
め
、
急き

ゅ
う

遽き
ょ

残
業
と
な
り
、

終
了
が
午
後
７
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

②
作
業
を
終
え
、被
災
者
（
61
歳
）
と
同
僚
（
41
歳
）

が
２
人
で
吹
き
抜
け
と
な
っ
た
場
所
に
設
け
ら
れ

た
仮
設
階
段
を
下
り
て
い
る
途
中
で
あ
っ
た
。
階

段
の
仮
設
照
明
の
つ
け
方
が
わ
か
ら
ず
、
被
災
者

は
同
僚
の
照
ら
す
懐
中
電
灯
の
明
か
り
を
頼
り

に
、
両
手
に
廃
材
を
抱
え
て
下
り
て
い
た
。

③
４
階
と
３
階
の
間
で
被
災
者
が
足
を
踏
み
外
し
て

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
際
、
手
す
り
が
片
側
に
し
か

な
く
、
支
え
ら
れ
ず
転
倒
し
、
吹
き
抜

け
か
ら
１
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
ま
で

墜
落
し
、
全
身
を
打
っ
て
死
亡
し
た
。

︿
災
害
発
生
要
因
﹀

①
作
業
が
長
引
き
夜
間
と
な
っ
て
い
た
。

②
仮
設
階
段
に
は
片
側
に
し
か
手
す
り
が

な
く
、防ぼ

う

網も
う
※
も
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
。

③
照
明
が
点
灯
し
て
お
ら
ず
、
階
段
部
の

照
明
ス
イ
ッ
チ
の
場
所
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
。

④
両
手
が
ふ
さ
が
っ
て
お
り
、
足
元
が
隠

れ
て
見
え
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
片
側

の
手
す
り
に
手
を
添
え
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
。

⑤
懐
中
電
灯
は
同
僚
だ
け
が
持
っ
て
お

り
、
被
災
者
が
自
分
の
足
元
を
十
分
照

ら
し
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
こ
と
。

⑥
加
齢
現
象
で
被
災
者
の
視
力
（
識
別
能
力
、
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
視
力
な
ど
）
が
低
下
し
、
足
元
が
よ
く

見
え
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。

⑦
加
齢
現
象
で
被
災
者
の
平
衡
機
能
が
低
下
し
、
ま

た
瞬
発
反
応
が
遅
く
な
っ
て
き
て
い
た
た
め
、
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と
き
の
リ
カ
バ
リ
ー
が
取
れ
な

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
。

︿
災
害
発
生
防
止
策
﹀

手
す
り
や
防
網
の
設
置
な
ど
高
所
、
開
口
部
な
ど

に
お
け
る
墜
落
・
転
落
防
止
の
た
め
の
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
対
応
策
を
必
ず
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
、
被
災
者
が
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
こ

の
災
害
事
例
で
は
特
に
次
の
よ
う
な
高
齢
者
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
通
路
、
階
段
な
ど
は
作
業
者
が
作
業
し
て
い
る
間

は
常
時
照
明
と
し
て
お
く
、
通
路
の
段
差
、
凹
凸

部
、階
段
な
ど
に
は
視
認
性
の
高
い
表
示
を
す
る
、

な
ど
の
環
境
を
整
備
す
る
。

②
懐
中
電
灯
な
ど
は
各
自
に
持
た
せ
る
。

③
両
手
が
ふ
さ
が
り
足
元
が
見
え
に
く
い
と
、
特
に

高
齢
者
は
身
体
機
能
で
あ
る
バ
ラ
ン
ス
、
周
囲
環

境
へ
の
視
認
力
が
劣
る
の
で
危
険
で
あ
り
、
大
き

な
も
の
の
運
搬
は
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
、
ほ
か
の
方

法
に
変
更
す
る
。

④
会
社
の
労
務
担
当
は
、
職
長
に
高
齢
者
の
一
般
的

特
性
や
個
人
の
特
質
を
伝
え
、職
長
は
現
場
で
の

作
業
の
危
険
性
、作
業
量
、休
憩
な
ど
に
配
慮
す
る
。

⑤
高
齢
者
の
特
性
を
着
眼
点
と
し
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
、
危
険
予
知
活
動
へ
反
映
さ
せ
、未
然
に

※防網……墜落防止のために開口部をふさぐように水平に張る安全ネット
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ら
も
現
場
で
業
務
に
就
き
な
が
ら
事
業
者
に
代
わ
っ

て
作
業
員
を
直
接
指
揮
監
督
す
る
職
長
の
三
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
遂
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
留
意
す
べ
き
点
を
紹
介
し

ま
す
。
事
業
者
は
三
者
が
相
互
に
つ
な
が
り
を
持
っ

て
実
行
し
て
い
け
る
よ
う
に
指
揮
監
督
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

（
１
）
事
業
者
お
よ
び
管
理
者
の
留
意
事
項

①
健
康
管
理
面

•
健
康
診
断
に
よ
る
有
所
見
内
容
や
持
病（
高
血
圧
、

血
糖
値
、
貧
血
、
心
疾
患
、
視
力
障
害
（
視
力
変

化
）
な
ど
）
の
状
況
に
つ
い
て
本
人
と
話
し
合
い
、

必
要
に
応
じ
高
所
作
業
に
つ
か
せ
な
い
。

疾
患
が
原
因
と
な
る
と
き
も
あ
る
。
白
内
障
は
早

け
れ
ば
40
歳
代
か
ら
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、高
齢
者
に
は
定
期
的
な
健
診
が
推
奨
さ
れ
る
。

③
夜
勤
後
体
重
回
復

疲
れ
が
残
り
、
現
場
で
の
集
中
力
が
落
ち
て
危
険

な
開
口
や
床
面
の
異
常
に
気
づ
け
な
か
っ
た
り
、

普
段
以
上
に
平
衡
機
能
が
落
ち
て
い
つ
も
ど
お
り

の
姿
勢
が
取
れ
ず
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
墜
落
・

転
落
へ
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

3
各
職
位
と
し
て
の
留
意
事
項

建
設
業
は
会
社
か
ら
は
目
の
届
か
な
い
現
場
で
就

業
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
会
社
の
管
理
者
（
事

業
主
も
含
ま
れ
る
）、
現
場
の
作
業
員
、
そ
し
て
自

危
険
箇
所
へ
の
対
策
を
講
じ
、
認
識
を
持

た
せ
る
。

2
墜
落
・
転
落
を
誘
発
す
る
心
身
機
能
の

変
化
に
は
何
が
あ
る
か

人
は
加
齢
と
と
も
に
そ
の
心
身
の
機
能
が

低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
個
人
差
も
あ
り
、

ま
た
時
間
経
過
も
緩
や
か
で
す
。そ
の
た
め
、

時
間
に
追
わ
れ
る
現
場
で
は
自
覚
し
に
く
い

も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
会
社
に
い
る
と
き
に
心

身
機
能
の
低
下
を
本
人
が
自
覚
し
、
ま
た
周

り
も
知
っ
て
お
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
の
心
身
機
能
の
若
い
人
と
高
齢
者
の

相
対
関
係
は
、
図
表
２
が
有
名
で
す
。
非
常

に
多
く
の
機
能
に
年
齢
差
が
生
じ
て
く
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
の
な
か
で

高
所
か
ら
の
墜
落
・
転
落
と
関
係
が
深
い
の

は
、
次
の
よ
う
な
機
能
で
す
。

①
平
衡
機
能
、
瞬
発
反
応

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
崩
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
リ
カ
バ

リ
ー
能
力
に
関
係
し
、
高
所
に
お
け
る
墜
落
・
転

落
へ
直
結
す
る
能
力
。
平
衡
機
能
の
低
下
は
、
脚

立
や
梯
子
、
狭
い
場
所
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
そ
こ

な
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
瞬
発
反
応
の
低

下
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と
き
に
す
ば
や
く
体

勢
を
戻
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

②
薄
明
順
応
、
視
力
（
図
表
３
）

い
わ
ゆ
る
視
覚
機
能
で
、
高
年
齢
化
に
と
も
な
い

避
け
ら
れ
な
い
顕
著
な
機
能
低
下
で
あ
る
。な
お
、

こ
の
機
能
低
下
は
加
齢
の
ほ
か
、
白
内
障
な
ど
の

7777
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85

85

75
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75

63
92 85 70 63

36

44

35

48

66

68

27

53

59
63

76

字を書く
速さ運動

調節能
学習
能力

計算
能力 比較

弁別能

分析と
判断力

動作
速度

タッピン
グテンポ

瞬発
反応

全身跳躍
反応

単一
反応速度

握力

屈腕力

背筋力

伸脚力
脊柱
前屈 脊柱

側屈
肩関節

視力

薄明
順応

聴力

皮膚
振動覚

平衡
機能

傷病休業を
少なく止める能力

記憶力

夜勤後
体重回復

抗病
回復力

図表 2　加齢にともなう各種身体機能の変化
20 〜 24 歳ないし最高期を基準としてみた 55 歳〜 59 歳年齢者の各機能水
準の相対関係（％）

図表３ 高齢者の視覚機能で高所作業にかかる代表的な事項

出典 ：（斉藤 一、遠藤幸男：高齢者の労働能力（労働科学叢書 53）労働 
科学研究所 1980 より）

視覚機能の低下は高所では、開口部や足元の障害物の認識低下、体のバランスの崩
れなど墜落・転落、転倒の引き金となることがある。
１．うす暗い場所での識別能力低下
50 歳を超えるとうす暗い場所での識別する能力が急激に劣ってくる。照度を上げる
ことが必要になる。
２．薄明順応能力低下
明るいところから暗いところへ入ったときに、暗さに順応して物が見えてくる能力。
目が暗さに慣れるのにかなり時間がかかる、または十分慣れることができなくなる。
３．コントラスト視力低下
対象物の明るさとその背景の明るさの対比を識別する能力。例えば、霧のなかで物を
見分けるときなど。注意箇所の表示などは単に目立つ色とするだけでなく、周囲との
コントラストにも気を配る必要がある。
４．白内障化などの疾患
白内障化とは紫外線などで眼の中のレンズの役目をする水晶体のたんぱく質が分解さ
れ濁ってくる症状で、早ければ 40 歳代から発症し、70 歳代では 90％の人に現れる
といわれている。物がうす暗く見える、光が眩しい、霧がかかったように見えるなど
の自覚症状を視力低下と勘違いしている間に進行する。
５．視野が狭くなる
前号でも述べたが、若者の視野が 175°であるのに対し、高齢者は 158°というデータ
もある。加齢とともに視野が狭くなり、十分に顔、体を回して周辺確認しないと死角
に入った開口部などに気づけなくなる。
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•
本
人
の
日
常
的
な
体
調
な
ど
を
聞
い
た
り
出
退
勤

時
に
顔
色
を
観
察
し
、
そ
の
日
ご
と
の
高
所
へ
の

適
性
を
判
断
す
る
。

•
視
聴
覚
検
査
や
片
足
立
ち
テ
ス
ト
な
ど
の
客
観
的

測
定
で
心
身
機
能
の
低
下
を
本
人
へ
自
覚
さ
せ
る
。

•
疲
労
は
平
衡
能
力
に
大
き
く
影
響
す
る
の
で
、
週

の
半
ば
に
半
日
休
憩
や
社
内
作
業
に
す
る
、
夜
勤

日
数
を
減
ら
す
な
ど
し
、
疲
労
を
回
復
で
き
る
就

労
計
画
を
立
て
る
。

②
高
所
作
業
用
具
の
安
全
化
な
ど

•
脚
立
や
梯
子
で
の
作
業
が
減
ら
せ
る
よ
う
、
可
搬

式
作
業
台
、
手
す
り
付
踏
み
台
、
高
所
作
業
車
な

ど
を
採
用
す
る
。

③
人
員
配
置
面

•
高
齢
者
が
高
所
作
業
に
つ
か
な
く
て
済
む
よ
う
な

人
員
配
置
を
職
長
と
相
談
し
て
組
む
。

•
夜
勤
を
避
け
る
も
し
く
は
夜
勤
の
と
き
は
高
所
作

業
へ
つ
か
せ
な
い
。

•
高
所
の
経
験
の
少
な
い
高
齢
者
は
高
所
の
あ
る
現

場
へ
の
配
置
を
配
慮
す
る
。

④
教
育
面

•
職
長
へ
高
齢
者
の
特
性
に
つ
い
て
教
育
し
、
現
場

で
の
日
々
の
適
正
配
置
に
努
め
さ
せ
る
。

•
高
齢
者
へ
役
割
分
担
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
職
長

の
指
示
を
尊
重
す
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

⑤
現
場
の
把
握

•
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
を
適
時
実
施
し
、
高
所
作
業
環

境
の
安
全
状
態
、
作
業
行
動
、
作
業
負
荷
な
ど
を

見
る
と
と
も
に
、
本
人
と
職
長
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

•
脚
立
や
梯
子
、
開
口
回
り
な
ど
で
の
作
業
は
高
年

齢
労
働
者
と
若
年
齢
労
働
者
を
組
み
に
し
て
、
補

助
者
へ
回
る
よ
う
な
人
員
配
置
を
組
む
（
一
人
作

業
は
さ
せ
な
い
）。

（
３
）
高
齢
作
業
員
自
身

①
健
康
管
理
面

•
会
社
の
健
康
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

•
定
期
的
に
視
力
の
低
下
状
況
、
白
内
障
の
発
症
の

有
無
な
ど
に
つ
い
て
視
聴
覚
検
査
を
受
け
る
。

•
疲
労
、
体
調
不
良
な
ど
は
積
極
的
に
職
長
へ
相
談

し
、
休
憩
を
取
る
。

②
現
場
の
把
握

•
行
動
を
起
こ
す
前
に
再
度
、
段
取
り
を
確
認
し
、

直
前
Ｋ
Ｙ
※2

で
危
険
を
再
認
識
す
る
。

•
作
業
ま
わ
り
の
整
理
整
頓
清
掃
を
行
う
。

③
作
業
に
当
た
っ
て

•
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
安
全
帯
な
ど
の
保
護
具
は
必
ず
使

用
す
る
。

•
職
長
か
ら
与
え
ら
れ
た
役
割
分
担
を
守
り
、
自
己

判
断
で
予
定
外
の
作
業
を
し
な
い
。
ま
た
、
無
理

な
作
業
、自
信
の
な
い
作
業
は
職
長
へ
相
談
し
て
、

ほ
か
の
作
業
へ
振
り
分
け
て
も
ら
う
。

•
顔
を
真
上
に
向
け
る
、
体
を
ね
じ
る
な
ど
バ
ラ
ン

ス
を
崩
す
よ
う
な
姿
勢
や
動
作
を
と
ら
な
い
。

最
後
に
、
高
所
か
ら
の
墜
落
・
転
落
災
害
は
、
一

旦
発
生
す
る
と
重
篤
な
結
果
に
つ
な
が
る
災
害
で

す
。
今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
身
の
ま
わ
り
の

墜
落
・
転
落
リ
ス
ク
の
あ
る
箇
所
で
の
高
齢
者
の
働

き
方
を
考
え
、
対
策
の
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ョ
ン
、
本
人
の
要
望
、
職
長
の
報
告
を
聞
く
。

（
２
）
現
場
に
お
け
る
職
長
の
留
意
事
項

①
作
業
計
画
面

•
休
憩
は
気
候
な
ど
を
考
慮
し
、長
め
に
と
ら
せ
る
。

•
作
業
の
流
れ
、
内
容
な
ど
を
検
討
し
、
高
所
で
の

無
駄
な
作
業
が
生
じ
な
い
よ
う
に
計
画
し
、
せ
か

す
こ
と
な
く
時
間
に
余
裕
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
。

•
計
画
し
た
作
業
内
容
を
図
や
絵
、
簡
潔
な
文
な
ど

で
明
確
・
具
体
的
に
指
示
す
る
。

②
健
康
管
理
面

朝
や
休
憩
時
に
、
健
康
Ｋ
Ｙ
※1

で
問
い
か
け
す
る

と
と
も
に
、
顔
色
、
目め

力ぢ
か
ら

、
話
し
ぶ
り
な
ど
の
様
子

を
観
察
す
る
。

•
熱
中
症
予
防
対
策
は
特
に
注
意
を
払
う
。

③
高
所
作
業
に
あ
た
っ
て
の
安
全
化
な
ど

•
安
易
に
脚
立
や
梯
子
を
使
わ
な
い
よ
う
な
作
業
計

画
を
立
て
る
。

•
作
業
ま
わ
り
の
整
理
整
頓
清
掃
へ
の
努
力
（
特
に

床
置
き
に
よ
る
つ
ま
ず
き
の
防
止
）。

•
足
場
類
、
仮
設
設
備
、
開
口
部
な
ど
の
作
業
前
点

検
の
実
施
。

④
人
員
配
置
面

•
力
を
込
め
た
り
反
動
を
必
要
と
す
る
、
重
量
物
を

扱
う
、
体
を
乗
り
出
す
な
ど
の
作
業
は
高
所
で
は

安
全
帯
を
使
う
と
し
て
も
つ
か
せ
な
い
。

暑
熱
環
境
で
の
作
業
…
…
高
齢
者
は
体
温
調
節
機
能
や
発
汗
機
能
が

低
下
す
る
傾
向
が
あ
り
、
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
。
外
気
が
涼
し

く
て
も
、
熱
や
湿
度
の
こ
も
る
室
内
で
は
熱
中
症
に
な
り
得
る
。
作

業
時
間
帯
、
作
業
負
荷
、
本
人
の
体
調
観
察
な
ど
十
分
な
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

※１：健康 KY……「よく眠れたか」、「気持ちよく食べられたか」、「体調はよいか、ダルさはないか」、「悩みはないか」、「朝食は食べたか、水分は取ってきたか」
※２：直前 KY……「安定・固定はよいか」、「物陰、暗部は安全か」、「無理な姿勢はとらずに済むか」、「手掛かり、足掛かり、安全帯はよいか」、「仲間に一声かけたか」
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康一

般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

日
本
の
年
平
均
気
温
は
こ
の
1
0
0
年
間
で

1
・
19
℃
上
昇
し
て
お
り
、
猛
暑
日
も
増
加
傾
向
で

す
。
現
在
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
５
月
か
ら
９
月
を

﹁
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
﹂※1

期
間
と
し
、
特
に
７
月
を
重
点
取
組
期
間

と
し
て
熱
中
症
対
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
ふ
ま
え
、
連
載
第
３
回
で
は
、
高

齢
労
働
者
の
熱
中
症
対
策
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

♳
高
齢
労
働
者
の
熱
中
症
の
現
状
～
高
齢
労
働
者

で
は
重
症
化
に
注
意
～

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
か
ら
２
０
１
６
年
ま
で

の
5
年
間
で
の
熱
中
症
に
よ
る
死
亡
災
害
、
計

１
０
４
件
を
年
代
別
に
整
理
す
る
と
（
図
表
1
）、

50
代
以
降
の
死
亡
災
害
は
全
体
の
約
48
％
を
占
め
て

い
ま
す（
各
年
の﹁
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死

傷
災
害
の
発
生
状
況
﹂（
厚
生
労
働
省
）に
基
づ
く
）。

ま
た
、
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
持
病
や
障
害
の
あ
る

人
、
社
会
的
に
孤
立
し
た
人
や
経
済
的
弱
者
は
熱
中

症
に
か
か
り
や
す
く
、＂
熱
中
症
弱
者
＂
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
高
齢
者
の
熱
中
症
は
特
に
重
症
化
に

注
意
が
必
要
で
す
。

♴
高
齢
労
働
者
の
熱
中
症
死
亡
災
害
事
例

（
職
場
の
あ
ん
ぜ
ん
サ
イ
ト

労
働
災
害
事
例 

No.

第
３
回

高
齢
労
働
者
の
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

一
般
財
団
法
人
君
津
健
康
セ
ン
タ
ー
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

山や
ま

瀧た
き

一は
じ
め

ケーススタディ

※ 1 厚生労働省ホームページ「STOP! 熱中症　クールワークキャンペーン（職場におけ
る熱中症予防対策）」

（http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116133.html） 
※ 2 スラブ……鉄筋コンクリート造の床

７
７
９
よ
り
）

︻
災
害
発
生
状
況
︼

①
被
災
者
は
61
歳
。

真
夏
日
が
23
日
間

続
く
炎
天
下
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
マ
ン
シ
ョ

ン
新
築
工
事
で
、

５
階
の
ス
ラ
ブ
※2

に
て
二
人
一
組
で

鉄
筋
の
配
筋
作
業

を
行
っ
て
い
た
。

現
場
は
メ
ッ
シ
ュ

シ
ー
ト
が
張
ら

れ
、
ほ
ぼ
風
の
入

図表1　熱中症死亡災害の年代別割合

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1.91.9 2.92.9 20.220.2 26.926.9 33.733.7 10.610.6 3.83.8

出典 ：厚生労働省「職場における熱中症による死傷災害の発生状況」
をもとに著者作成
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ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

②
当
日
、
被
災
者
は
前
日
に
続
き
午
前
8
時
10
分
よ

り
作
業
を
行
っ
て
い
た
。鉄
筋
の
運
搬
は
行
わ
ず
、

し
ゃ
が
ん
だ
姿
勢
で
作
業
し
て
い
た
。

③
午
前
10
時
の
休
憩
の
少
し
前
、
被
災
者
は
﹁
調
子

が
悪
い
の
で
少
し
休
ん
で
い
る
﹂
と
話
し
、
5
階

ス
ラ
ブ
の
片
隅
で
休
憩
を
と
っ
た
。顔
は
赤
ら
み
、

両
手
両
足
の
筋
肉
が
張
っ
て
い
る
様
子
で
、
自
分

で
手
足
を
さ
す
っ
て
い
た
。

④
午
前
10
時
の
休
憩
で
、
職
長
は
元
請
の
代
理
人
に

状
況
を
報
告
し
、
被
災
者
を
日
陰
に
な
っ
て
い
る

下
の
階
に
連
れ
て
い
く
こ
と
に
し
た
が
、
こ
の
と

き
は
す
で
に
一
人
で
歩
け
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

職
長
は
作
業
続
行
不
可
と
判
断
し
、
会
社
に
も
連

絡
。正
午
ご
ろ
、
車
で
被
災
者
を
自
宅
に
送
っ
た
。

⑤
夕
方
家
人
が
帰
宅
す
る
ま
で
、
被
災
者
は
一
人
で

休
ん
で
い
た
も
の
と
み
ら
れ
た
。
家
人
帰
宅
後
も

張
り
が
続
く
た
め
湿
布
を
貼
り
休
ん
で
い
た
が
、

症
状
が
改
善
し
な
い
た
め
、
翌
日
午
前
4
時
半
に

持
病
で
通
院
し
て
い
た
か
か
り
つ
け
の
病
院
に
救

急
搬
送
さ
れ
た
。

⑥
熱
中
症
、
高
度
脱
水
と
の
診
断
で
治
療
を
受
け
た

が
、
急
性
腎
不
全
と
消
化
管
出
血
の
た

め
、
11
日
後
に
死
亡
し
た
。

⑦
被
災
者
は
、
災
害
前
日
に
も
同
様
の
症

状
を
訴
え
て
い
た
。

︻
災
害
発
生
要
因
︼

①
高
温
・
直
射
日
光
下
で
の
作
業
。

②
作
業
場
所
の
環
境
把
握（
温
度
、湿
度
、

W
B
G
T︿
暑
さ
指
数
﹀な
ど
）が
な
か

っ
た
。

③
日
よ
け
や
通
風
な
ど
の
対
策
が
な
か
っ
た
。

④
涼
し
い
場
所
で
の
十
分
な
休
憩
が
な
か

っ
た
。

⑤
水
分
と
塩
分
の
補
給
が
不
十
分
だ
っ
た
。

⑥
応
急
処
置
・
医
療
機
関
へ
の
搬
送
が
遅

れ
た
。

⑦
被
災
者
は
高
齢
で
持
病
も
あ
っ
た
。

♵
熱
中
症
と
は

熱
中
症
と
は
、
暑し

ょ

熱ね
つ

環
境
の
な
か
で
起

こ
る
健
康
障
害
の
総
称
で
す
。

人
体
に
は
、
体
温
や
体
液
の
状
態
を
一
定
に
保
つ

働
き
が
あ
り
、
特
に
人
体
を
構
成
す
る
た
ん
ぱ
く
質

は
42
℃
で
変
性
す
る
た
め
、
暑
熱
環
境
下
で
は
、
人

体
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
体
温
を
下
げ
よ
う
と
し
ま

す
。
そ
の
有
力
な
手
段
が
血
液
か
ら
汗
を
つ
く
り
、

蒸
発
さ
せ
る
こ
と
（
気
化
熱
）
で
す
。
こ
れ
ら
の
調

節
は
、
脳
に
あ
る
生
命
維
持
中
枢
が
に
な
っ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
体
温
･
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
が
維
持
で
き

な
く
な
る
と
、
熱
中
症
に
陥
り
ま
す
（
図
表
２
）。

熱
中
症
は
重
症
度
か
ら
Ⅰ
度
、
Ⅱ
度
、
Ⅲ
度
と
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
表
３
）。
最
も
重
い
Ⅲ
度
の

体温・体液の
バランスが
維持できない！

体液は汗で
失われている

増
増

止
？

体外か
らの熱

太陽
気温
熱源

体内で

発生す
る熱

水分の
蒸発

（気化
熱）

体表か
らの

放熱

呼吸 ？

熱
熱

熱
熱

汗 熱 汗 熱

熱
熱

熱

図表2　熱中症発生の仕組み
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る
と
、
4
～
6
週
間
で
脱
水
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
喪
失
を

防
ぐ
ホ
ル
モ
ン
が
働
く
よ
う
に
な
り
ま
す
（
馴
化
）。

し
か
し
、
内
分
泌
や
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

と
、
こ
の
よ
う
な
適
応
力
も
低
下
し
ま
す
。

こ
れ
ら
生
理
的
な
変
化
に
加
え
、
病
気
や
薬
の
影

響
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
な
ど
、
高
齢
者
で
は
持
病
を
抱
え
る
人

も
多
く
、
健
康
状
態
の
把
握
が
不
可
欠
で
す
。

5
高
齢
者
の
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

（
1
）
作
業
場
所
の
環
境
を
把
握
し
、
対
策
を
と
る

作
業
場
所
の
環
境
を
知
る
に
は
、
W
B
G
T
が

有
効
で
す
。
作
業
強
度
、
暑
さ
へ
の
馴
化
、
着
衣
も

勘
案
し
て
J
I
S
規
格
に
基
づ
く
基
準
値
（
図
表

４
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
基
準
を
超
え
て
い
る
場
合

に
は
、
環
境
改
善
や
負
荷
軽
減
、
休
憩
や
小
休
止
を

増
や
す
な
ど
の
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
基
準
値
は
既
往
症
の
な
い
人
を
前
提

と
し
て
い
る
た
め
、
作
業
者
の
年
齢
や
健
康
状
態
を

み
て
、
よ
り
安
全
を
重
視
し
た
対
策
を
た
て
る
べ
き

で
し
ょ
う
。

W
B
G
T
の
測
定
に
は
W
B
G
T
計
を
用
い
ま

す
が
、
直
射
日
光
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
気
温
と
湿
度

か
ら
日
本
生
気
象
学
会
が
示
す
表
 ※3

に
基
づ
き
、
簡

易
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

暑
さ
対
策
と
し
て
は
冷
房
、ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
、

送
風
（
た
だ
し
、
体
温
以
上
の
気
温
で
は
逆
効
果
）、

日
よ
け
、
熱
源
の
遮
断
な
ど
が
有
効
で
す
。
快
適
な

着
衣
や
保
冷
剤
、
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
の
利
用
、
機
器
導

入
に
よ
る
負
荷
軽
減
も
対
策
と
な
り
ま
す
。

ち
ろ
ん
高
齢
で
も
体
力
を
維
持
し
な
が
ら
現
場
で
活

躍
し
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
身
体
機

能
の
個
人
差
が
特
に
大
き
い
こ
と
を
十
分
に
理
解
し

て
お
く
べ
き
で
す
。

（
1
）
水
分
量
・
血
液
量
が
少
な
い

人
体
に
水
分
の
占
め
る
割
合
は
小
児
で
77
％
、
成

人
で
は
男
性
60
％
、
女
性
55
％
で
す
が
、
高
齢
者
で

は
50
％
と
減
少
し
て
お
り
、
同
じ
量
の
水
分
が
失
わ

れ
て
も
、
若
年
者
よ
り
強
く
影
響
が
現
れ
ま
す
。

ま
た
栄
養
状
態
が
悪
い
と
、
血
液
中
の
ア
ル
ブ
ミ

ン
が
減
り
、
血
管
中
に
水
分
を
留
め
て
お
く
力
が
弱

ま
り
、
そ
の
た
め
血
液
の
量
も
減
少
し
ま
す
。

（
2
）
皮
膚
の
血
流
が
少
な
く
、
自
律
神
経
機
能
が

低
下
し
て
い
る

皮
膚
に
は
熱
を
放
散
す
る
機
能
、
血
液
か
ら
汗
を

つ
く
り
蒸
発
さ
せ
体
温
を
下
げ
る
機
能
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
自
律
神
経
で
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。
暑
さ
に

さ
ら
さ
れ
る
と
、
身
体
が
熱
に
馴
れ
（
馴じ

ゅ
ん

化か

）、
数

日
で
効
率
よ
く
汗
が
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

加
齢
で
こ
れ
ら
の
機
能
は
低
下
し
ま
す
。

（
３
）
感
覚
機
能
・
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い
る

暑
さ
を
避
け
水
分
を
摂
る
と
い
っ
た
対
処
行
動
を

と
る
た
め
に
は
、
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
は
こ
の
機
能
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
ま
た
運
動
機
能
が
低
下
す
る
と
、
対
処

行
動
を
と
る
こ
と
が
億お

っ

劫く
う

に
な
り
が
ち
で
す
。

（
４
）
内
分
泌
機
能
・
臓
器
機
能
が
低
下
し
て
い
る

体
液
を
一
定
の
状
態
に
保
つ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ホ
ル
モ
ン
の
働
き
も
必
要
で
す
。
暑
さ
に
さ
ら
さ
れ

熱
中
症
で
は
、
生
命
維
持
中
枢
が
障
害
さ
れ
、
体
温

調
節
機
能
も
失
わ
れ
ま
す
。
臓
器
障
害
も
起
こ
り
、

生
命
の
危
機
に
陥
り
ま
す
。

Ⅱ
度
の
熱
中
症
は
吐
き
気
・
嘔
吐
な
ど
を
特
徴
と

し
ま
す
。
Ⅲ
度
の
前
段
階
と
い
え
、
す
ぐ
さ
ま
治
療

が
必
要
で
す
。
Ⅰ
度
の
熱
中
症
は
、
脱
水
に
よ
る
強

い
立
ち
く
ら
み
や
失
神
（
熱
虚
脱
・
熱
失
神
）、
ナ

ト
リ
ウ
ム
が
失
わ
れ
、
体
液
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る

こ
と
で
起
こ
る
筋
肉
の
け
い
れ
ん
（
熱
け
い
れ
ん
）

を
さ
し
ま
す
。
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
や
は
り
迅
速
な

応
急
処
置
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

4
高
齢
者
と
熱
中
症

高
齢
者
の
熱
中
症
が
重
症
化
し
や
す
い
理
由
と
し

て
、
加
齢
に
と
も
な
う
変
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
も

図表3　熱中症の分類
分類 熱中症の重症度分類 重症度

Ⅰ度

めまい ・ 失神
　脳への血流が瞬間的に不足⇨たちくらみ・失神
筋肉痛 ・ 筋肉の硬直
発汗で塩分（ナトリウムなど）の欠乏⇨筋肉け
いれん、　下肢などのこむらがえり

大量の発汗

低い

高い

 Ⅱ度
頭痛・気分不快・吐き気・嘔吐・倦怠感・
虚脱感
　脱力など（Ⅲ度とは血液・尿検査の結果を見て区別）

Ⅲ度

意識障害・けいれん・手足の運動障害
　反応がおかしい、ひきつけ、ふらふら（脳の異常）
高体温
　体に触ると熱い　
　体内では臓器や血液凝固の異常

出典 ：環境省『熱中症環境保健マニュアル』をもとに著者作成

※3　日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針」Ver.3　（http://seikishou.jp/pdf/news/shishin.pdf）
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区分 強度
WBGT 基準値

馴化 未馴化

安静 安静 33 32

　軽　作業 ちょっとした歩行 30 29

中等度 〃 鍛造、軽い台車 28 26

高　度 〃 ハンマー作業、
ブロック積み

気流なし
25

気流あり
26

気流なし
22

気流あり
23

極高度 〃 激しくシャベルを
使用しての作業 23 25 18 20

（
2
）
休
憩
場
所
を
確
保
し
、
熱
へ
の
馴
化
、
休
憩

や
小
休
止
を
組
み
込
ん
だ
作
業
計
画
を
た
て
る

休
憩
に
は
体
温
を
下
げ
、
疲
労
を
回
復
さ
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。冷
房
が
あ
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

作
業
計
画
で
は
、
7
日
以
上
か
け
て
段
階
的
に
熱

へ
の
馴
化
を
図
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
休
憩
や

小
休
止
の
時
間
・
場
所
を
確
保
し
ま
す
。
ま
た
暑
い

時
期
・
時
間
帯
を
避
け
た
作
業
計
画
は
根
本
的
な
対

策
と
な
り
得
ま
す
。

（
3
）
計
画
的
に
水
分
と
塩
分
を
摂
取
さ
せ
る

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
水
分
と
ナ
ト

リ
ウ
ム
の
喪
失
は
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
な

や
し
ま
す
。
嘔
吐
が
な
く
受
け
応
え
が
は
っ
き
り
し

て
い
れ
ば
、
経
口
補
水
液
を
少
し
ず
つ
飲
ま
せ
ま
し

ょ
う
。

最
重
症
で
あ
る
Ⅲ
度
や
Ⅱ
度
の
熱
中
症
が
疑
わ
れ

た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
に
救
急
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
度
の
熱
中
症
も
重
症
化
の
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
暑

い
現
場
で
の
体
調
不
良
が
別
の
病
気
に
よ
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
決
し
て
被
災
者
か
ら
目
を
離
さ
ず
、

早
急
に
受
診
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

何
よ
り
、
正
し
い
知
識
が
命
を
守
り
ま
す
。
作
業

者
や
管
理
者
は
基
礎
知
識
や
予
防
法
、
応
急
処
置
を

事
例
も
ふ
ま
え
て
確
実
に
身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

っ
て
か
ら
水
だ
け
を
摂
る
と
、
濃
縮
さ
れ
た
血
液
が

薄
ま
り
、
の
ど
の
渇
き
は
お
さ
ま
り
、
反
対
に
水
分

を
排
泄
し
よ
う
と
す
る
働
き
も
現
れ
ま
す
が
、
実
際

に
は
体
液
は
不
足
し
た
ま
ま
で
す
（
自
発
的
脱
水
）。

そ
の
た
め
、
自
覚
症
状
に
頼
ら
ず
、
作
業
前
と
小
休

止
・
休
憩
ご
と
、
計
画
的
に
水
分
と
塩
分
を
摂
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
低
カ
ロ
リ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
40
︲
80
m
g
/
d
ℓ
含
ま
れ
る

も
の
）
の
利
用
が
便
利
で
す
が
、
麦
茶
と
梅
干
な
ど

の
組
合
せ
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
、
麦
茶

0
・
5
～
１
ℓ
に
梅
干
し
1
個
程
度
で
ほ
ど
よ
い
塩

分
濃
度
と
な
り
ま
す
。

（
4
）
普
段
か
ら
の
健
康
管
理
と
と
も
に
、
作
業
前
・

再
開
前
・
随
時
の
体
調
確
認
を
行
う

栄
養
・
休
養
は
熱
中
症
防
止
に
も
重
要
で
す
。
一

方
、
深
酒
は
睡
眠
不
足
・
脱
水
を
悪
化
さ
せ
る
た
め

禁
物
で
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活

習
慣
病
は
熱
中
症
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
た
め
、
健
康

診
断
結
果
を
活
用
し
、
自
己
管
理
や
治
療
を
し
っ
か

り
行
い
ま
し
ょ
う
。
事
業
者
は
医
師
の
意
見
に
基
づ

き
健
康
診
断
の
事
後
措
置
を
確
実
に
行
い
ま
す
。

作
業
開
始
前
、
再
開
前
、
随
時
で
体
調
確
認
も
行

い
ま
し
ょ
う
。
体
調
の
良
し
悪
し
だ
け
で
な
く
、﹁
熱

や
下
痢
の
有
無
﹂、﹁
朝
食
の
有
無
﹂、﹁
睡
眠
状
況
﹂、

﹁
自
覚
症
状
﹂
な
ど
を
具
体
的
に
確
認
し
ま
す
。
作

業
中
も
、
絶
え
ず
目
配
り
･
声
か
け
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
体
重
計
や
体
温
計
も
体
調
の
把
握
に
有
効
で

す
。
暑
熱
作
業
を
止
め
、
休
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
状

態
を
図
表
５
に
示
し
ま
す
。

図表5　暑熱作業を止め、休ませる必要がある状態

※心機能が正常な場合にかぎる
出典：厚生労働省リーフレット「熱中症を防ごう！」をもとに著者作成

心 拍 数 心拍数 / 分 >（180 －年齢）が数分続く※

作業強度ピーク 1 分後の心拍数 / 分 > 120

休憩中の体温 作業開始前の体温に戻らない

体 重 作業開始前より、1.5％超の体重減少

そ の 他 強い疲労感、悪心、めまい、失神など

（
5
）
熱
中
症
の

発
症
が
疑
わ
れ
た

ら
、
応
急
処
置
・

救
急
要
請
な
ど
適

切
な
対
応
を
と
る

涼
し
い
と
こ
ろ

で
応
急
処
置
を
行

い
ま
す
。

服
を
ゆ
る
め
、

う
ち
わ
な
ど
で
あ

お
ぐ
･
濡
れ
タ
オ

ル
で
ふ
く
･
首
や

脇
、
太
も
も
の
付

け
根
を
氷
で
冷
や

す
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
方
法
で
体
を
冷

図表4　身体作業強度等に応じたWBGT基準値

ただし衣類の状態により補正値を用いる
例　SMS ポリプロピレン製つなぎ服；+0.5℃、ポリオレフィン布製つなぎ服；+1.0℃
　　二層の布（織物）製服；+3.0℃、限定用途の蒸気不浸透性つなぎ服；+11℃
※既往症のないほとんど全ての人に有害影響がないレベル
出典 ：厚生労働省リーフレット「熱中症を防ごう！」をもとに著者作成
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

ケーススタディ

一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

職
場
で
転
倒
し
、
骨
折
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
っ

て
仕
事
を
休
む
人
が
、労
働
災
害
全
体（
休
業
４
日
以

上
）の
約
２
割
を
占
め
、事
故
の
型
別
発
生
件
数
で
は

ト
ッ
プ
の
発
生
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

状
況
に
至
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
、筋
力
な
ど
の
心

身
機
能
に
変
化
が
生
じ
て
き
た
高
齢
者
が
労
働
者
に

占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
転
倒
災
害
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
転

倒
災
害
防
止
対
策
の
基
本
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
高

齢
従
業
員
に
配
慮
す
べ
き
点
を
解
説
し
て
い
き
ま

す
。

♳
災
害
発
生
事
例
１

飲
食
店
内
の
調
理
場
で
、
濡
れ
た
床
で
足
を
滑
ら
せ

転
倒

〈
災
害
発
生
状
況
〉

飲
食
店
内
の
調
理
場
で
、
冷
蔵
庫
に
食
材
を
取
り

に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
濡
れ
た
床
で
足
を
滑
ら
せ
、
転

倒
し
た
。

①
床
の
清
掃

床
が
滑
り
や
す
い
現
場
は
も
と
よ
り
、
水
、
油
、

ま
た
食
材
の
切
れ
端
が
散
乱
し
て
い
る
現
場
を
よ
く

見
か
け
ま
す
。
対
策
の
基
本
は
、
食
材
を
こ
ぼ
し
た

り
落
と
し
た
り
し
た
際
に
は
、
す
ぐ
に
拭
き
取
る
こ

と
な
の
で
す
が
、
迅
速
に
、
か
つ
大
量
に
食
材
を
さ

第
4
回

転
倒
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に

労
働
安
全
・
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
田
中
通み

ち

洋ひ
ろ

ケーススタディ



職場づくり職場づくり働ける職場づくり
に

職場づくり職場づくり働ける働ける
で安全 健康

は
ギ
ザ
ギ
ザ
が
な
い
）
例
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
高
齢
従
業
員
に
も
容

易
に
理
解
で
き
、
間
違
え
な
い
よ
う
な
わ
か
り
や
す

い
作
業
手
順
書
（
見
え
る
化
を
意
識
し
て
）
を
整
備

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

③
滑
り
に
く
い
靴

一
言
で
滑
り
や
す
い
床
と
い
っ
て
も
、
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
水
・
油
の
よ
う
な
液
体
の
上
で
の
滑

り
な
の
か
、
粉
・
砂
な
ど
の
粒
の
上
で
の
滑
り
な
の

か
、
あ
る
い
は
凍
結
し
た
氷
上
の
滑
り
な
の
か
。
す

べ
て
の
滑
り
に
対
し
て
万
能
と
い
う
靴
は
あ
り
ま
せ

ん
。
滑
り
の
原
因
を
よ
く
見
極
め
た
う
え
で
、
適
切

な
靴
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
滑
り
に
く
い
作
業
靴
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る

靴
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

水
・
油
な
ど
の
上
で
滑
り
に
く
い
靴
の
靴
底
に
は
、

特
殊
な
配
合
を
ほ
ど
こ
し
た
ゴ
ム
材
料
に
、
ス
リ
ッ

プ
を
起
こ
し
に
く
い
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

図
１
の
よ
う
に
接
地
面
を
し
っ
か
り
と
ら
え
続
け
る

強
度
も
持
た
せ
て
い
ま
す
。
水
・
油
で
滑
り
や
す
い

現
場
で
は
、
こ
の
よ
う
な
靴
底
の
靴
を
履
い
て
く
だ

さ
い
。

自
分
の
履
い
て
い
る
靴
の
靴
底
を
、
自
分
で
眺
め

る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
靴
底
に
滑

り
の
原
因
に
な
る
よ
う
な
汚
れ
が
つ
い
て
い
な
い

か
、
時
折
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
時
に
底

の
へ
り
具
合
も
確
認
し
、
靴
の
交
換
管
理
を
適
切
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
昨
今
、
交
換
時
期
の
目
安
を
目

ば
く
場
面
に
お
い
て
は
、
そ
の
都
度
清
掃
す
る
の
が

む
ず
か
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
き
、

容
易
に
使
用
で
き
る
清
掃
用
具
を
選
ぶ
、
あ
る
い
は

清
掃
用
具
の
置
き
場
所
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
清
掃

頻
度
を
高
め
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
高
齢
従
業
員

で
も
容
易
に
清
掃
で
き
る
段
取
り
を
、
で
き
る
か
ぎ

り
整
え
て
く
だ
さ
い
。

②
滑
り
止
め

床
自
体
を
滑
り
に
く
い
素
材
に
変
え
る
こ
と
が
む

ず
か
し
い
場
合
に
は
、
写
真
１
の
よ
う
な
滑
り
止
め

テ
ー
プ
を
床
に
貼
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
食

品
を
取
り
扱
う
現
場
に
は
、
床
清
掃
時
に
使
う
水
を

排
出
す
る
た
め
の
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
溝
に
は
グ
レ
ー
チ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
格
子
状
の

フ
タ
が
は
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
レ
ー
チ
ン
グ
は
、

格
子
表
面
の
形
状
、
ま
た
歩
く
方
向
に
よ
っ
て
滑
り

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
グ
レ
ー
チ
ン
グ
も
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
市
販
さ
れ
て
い
る
の
で
、
格
子
表
面
の
形

状
が
適
切
か
ど

う
か
一
度
確
認

し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、グ

レ
ー
チ
ン
グ
を

清
掃
後
に
溝
に

は
め
込
む
と
き

に
、
表
裏
を
逆

に
は
め
て
し
ま

っ
て
い
る（
裏

面
の
格
子
部
に

で
見
て
容
易
に
確
認
で
き
る
工
夫
を
ほ
ど
こ
し
た
靴

も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

♴
災
害
発
生
事
例
２

台
車
に
足
を
乗
せ
た
と
こ
ろ
、
台
車
が
動
き
出
し
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
軸
足
の
足
首
を
骨
折

〈
災
害
発
生
状
況
〉

被
災
者
は
、
食
品
の
加
工
現
場
で
、
番ば

ん

重じ
ゅ
う

（
食
品

や
食
材
を
入
れ
て
運
ぶ
、
浅
く
、
フ
タ
の
な
い
箱
）

を
運
ぶ
た
め
の
ド
ー
リ
ー
台
車
（
車
輪
が
あ
り
、
手

押
し
の
た
め
の
ハ
ン
ド
ル
が
な
い
台
車
。
以
下
「
ド

ー
リ
ー
」）
を
動
か
す
た
め
、
ド
ー
リ
ー
に
足
を
乗

せ
た
と
こ
ろ
、
ド
ー
リ
ー
が
動
き
出
し
、
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
転
倒
。
軸
足
の
足
首
を
骨
折
し
た
。
な
お
、

加
工
現
場
で
は
、
食
品
衛
生
の
観
点
か
ら
、
作
業
者

写真１　滑り止めテープ

図1　滑りにくい高機能靴底の例

靴底断面

水 力力

靴底断面力 力

接地面から靴底が浮かず、滑り出しても接地面をとらえ続ける（上）。また、
靴底の形状が陥没などの変形をせず、接地面に力を伝え、しっかりととらえ
ることで、滑りにくさが向上している（下）。
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の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
、
作
業
、
ま
た
場
所
ご
と
の
照

明
要
件
、
あ
る
い
は
照
明
設
計
基
準
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
基
準
、
目
安
を
参
考
に
、
職
場
ご
と

に
適
切
な
明
る
さ
が
保
た
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
暗
す
ぎ
る
、
明
る
す
ぎ
る
場

合
に
は
、
照
明
器
具
の
交
換
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

を
行
い
、
適
切
な
照
度
が
保
た
れ
る
よ
う
に
改
善
し

て
く
だ
さ
い
。

3
災
害
発
生
事
例
３

階
段
を
踏
み
外
し
て
転
倒
す
る

〈
災
害
発
生
状
況
〉

段
ボ
ー
ル
箱
を
抱
え
て
階
段
を
降
り
て
い
た
と
き

ク
ス
）」を
測
り
、

適
切
な
数
値
で

あ
る
か
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
基
準

あ
る
い
は
目
安

と
な
る
数
値
と

比
較
し
て
判
断

し
ま
す
。
働
く

場
所
の
照
度
基

準
は
、
労
働
安

全
衛
生
規
則
第

６
０
４
条
に
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、「
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｚ
９
１

１
０
・
照
明
基

準
総
則
」は
、
人

②
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差

１
～
２
㎝
の
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
は
、
あ
わ
て

て
足
を
引
っ
掛
け
て
転
倒
す
る
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
の
段
差
で
も
、
ス
ロ
ー
プ
を
付
け
る

な
ど
の
対
策
を
で
き
る
か
ぎ
り
ほ
ど
こ
し
た
い
も
の

で
す
。

ま
た
、
フ
ラ
ッ
ト
な
床
に
お
い
て
も
つ
ま
ず
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
長
い
時
間
歩
い
て
い
る

と
、
足
の
疲
れ
に
と
も
な
っ
て
だ
ん
だ
ん
と
す
り
足

で
歩
く
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
原
因
の
ひ
と
つ
と
し

て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
高
齢
従
業
員
は
、
こ
の
傾

向
が
顕
著
で
す
。
そ
し
て
、
靴
の
つ
ま
先
部
の
高
さ

（
ト
ゥ
ス
プ
リ
ン
グ
）
が
低
い
と
、
さ
ら
に
つ
ま
先

が
床
に
突
っ
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
図
２
の
よ
う
に
、
つ
ま
先
の
高
さ
が
あ
る
程
度

あ
る
靴
の
方
が
歩
き
や
す
い
と
い
え
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
、
靴
の
重
量
バ
ラ
ン
ス
（
つ
ま
先
部
に
重
量
が

偏か
た
よ

っ
て
い
る
靴
は
よ
く
な
い
）、
靴
の
屈
曲
性
（
屈

曲
性
が
よ
い
と
、
靴
底
の
接
地
面
積
が
大
き
く
と
れ

る
の
で
足
が
安
定
す
る
）
も
考
慮
す
る
と
よ
り
よ
い

で
し
ょ
う
。

③
適
切
な
明
る
さ

職
場
を
適
切
な
明
る
さ
に
保
つ
こ
と
は
、
目
の
疲

労
を
少
な
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
面
、
特
に
暗

が
り
で
物
に
つ
ま
ず
い
て
転
倒
す
る
危
険
を
防
止
す

る
意
味
か
ら
も
大
切
で
す
。
加
齢
に
と
も
な
う
視
力

の
衰
え
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
高
齢
従
業
員

に
と
っ
て
は
、
職
場
の
明
る
さ
は
特
に
重
要
で
す
。

職
場
の
明
る
さ
の
評
価
は
、
通
常
「
照
度
（
単
位
・
ル

は
ド
ー
リ
ー
に
は
手
を
触
れ
ず
、
足
で
ド
ー
リ
ー
を

操
作
し
、
移
動
し
て
い
た
。

①
床
の
４
Ｓ
（
整
理
、
整
と
ん
、
清
掃
、
清
潔
）

ド
ー
リ
ー
の
使
用
を
避
け
る
こ
と
が
安
全
上
は
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
状
に
お
い
て
は
困
難
な

現
場
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
可
能
な
範
囲（
例
え
ば
、

ド
ー
リ
ー
専
用
の
保
管
治じ

具ぐ

を
備
え
、
長
時
間
の
平

置
き
状
態
は
な
く
す
、
足
で
操
作
す
る
際
に
は
、
靴

の
つ
ま
先
や
側
面
を
利
用
す
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す

い
作
業
手
順
書
を
作
成
し
た
う
え
で
徹
底
さ
せ
る
な

ど
）
で
改
善
を
ほ
ど
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
台
車
に
か
ぎ
ら
ず
箱
、
コ
ー
ド
な
ど
が
、

作
業
者
が
頻
繁
に
行
き
交
う
場
所
に
置
か
れ
て
い
な

い
か
を
よ
く
確
認
し
、
不
要
な
物
は
撤
去
し
て
く
だ

さ
い
。

図2　トゥスプリングの例

トゥスプリング

トゥスプリングが低すぎると
つまずきやすくなる

一定のトゥスプリングが
あると歩きやすい
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③
階
段
の
﹁
け
あ
げ
﹂
の
寸
法

階
段
、
踏
み
台
な
ど
で
、
足
を
乗
せ
る
面
を
「
踏

み
面
」
と
呼
び
、
1
つ
の
段
の
高
さ
を
「
け
あ
げ
」

と
呼
び
ま
す
。適
切
な
け
あ
げ
寸
法
の
目
安
と
し
て
、

建
築
基
準
法
施
行
令
第
23
条
で
は
「
22
㎝
以
下
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
踏
み
台
な
ど
の
昇
降
の
た
め
の
設

備
は
、
こ
の
目
安
に
準
じ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い

え
ま
す
が
、
現
実
に
は
、
も
う
少
し
高
い
寸
法
の
踏

み
台
が
製
造
現
場
で
は
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
い
寸
法
の
踏
み
台
で
は
、
お
の
ず
と
片
足
立
ち

の
極
め
て
不
安
定
な
姿
勢
と
な
り
ま
す
。
踏
み
台
か

ら
の
転
落
、
転
倒
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
高
い
寸

法
の
け
あ
げ
を
持
つ
踏
み
台
は
、
で
き
る
だ
け
使
用

を
避
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
作
業
場
所

全
体
の
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
、
適
切
な
け
あ
げ
寸
法

を
考
慮
し
た
段
数
の
多
い
踏
み
台
を
置
く
こ
と
が
む

ず
か
し
い
現
場
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
手
す
り
を
取
り
つ
け
た
踏
み
台
（
写
真
２
）
の

導
入
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
大
き
な
ケ
ガ
に
つ
な
が
る

転
倒
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
予
防
対
策
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

に
足
元
が
見
え
ず
階
段
を
踏
み
外
し
て
転
倒
し
た
。

①
歩
行
時
の
心
が
け

転
倒
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
設
備
・
環
境
の
改

善
、
あ
る
い
は
保
護
具
の
使
用
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
対

策
だ
け
で
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ハ
ー
ド
対

策
と
と
も
に
、
作
業
者
一
人
ひ
と
り
が
歩
行
時
、
あ

る
い
は
階
段
昇
降
時
に
転
倒
の
危
険
を
理
解
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、「
急
い
で
歩

か
な
い
」、「
後
ろ
向
き
に
歩
か
な
い
」、「
で
き
る
か

ぎ
り
手
に
物
は
持
た
な
い
」、「
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入

れ
な
い
」、「
歩
き
ス
マ
ホ
は
し
な
い
」
な
ど
の
基
本

を
徹
底
し
、
日
々
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
階
段
昇
降
時
に
は
、「
昇
る
と
き
よ
り
、

降
り
る
と
き
に
転
倒
し
や
す
い
（
足
元
、
あ
る
い
は

次
に
足
を
乗
せ
る
踏
み
面
が
見
え
な
い
な
ど
の
理
由

で
）」
と
、
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
階
段
に
は
必
ず
手
す
り
を
取
り
つ
け
、
降

り
る
と
き
に
は
必
ず
手
す
り
を
つ
か
む
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
階
段
の
踏
み
面
を
、
ラ
イ
ン
を
引
い
て
昇

る
側
と
降
り
る
側
を
区
分
け
す
る
場
合
、
両
側
に
手

す
り
が
あ
る
の
な
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
片

側
に
し
か
手
す
り
が
な
い
場
合
は
、
降
り
る
と
き
に

手
す
り
が
持
て
る
よ
う
区
分
け
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

②
筋
力
の
変
化
を
実
感
し
て
お
く

階
段
昇
降
時
の
転
倒
に
は
、
筋
力
の
変
化
、
特
に

片
足
立
ち
が
長
く
で
き
な
い
こ
と
が
原
因
で
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ふ
ら
ふ
ら
す
る
こ
と
が
増
え
て

き
た
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が
実
感
し
て
お
く
こ
と

が
、
高
齢
従
業
員
の
転
倒
災
害
防
止
対
策
と
し
て
と

て
も
大
切
で
す
。

ふ
ら
ふ
ら
す
る
こ
と
自
体
の
良
し
悪
し
は
別
と
し

て
、
脚
力
や
平
衡
感
覚
の
衰
え
を
自
覚
し
て
お
く
だ

け
で
、
例
え
ば
「
階
段
昇
降
時
に
自
ら
き
ち
ん
と
手

す
り
を
つ
か
も
う
と
す
る
」
よ
う
に
な
り
、
自
分
自

身
の
行
動
が
変
わ
り
ま
す
。
従
業
員
の
高
齢
化
が
進

む
企
業
で
は
、
ま
ず
は
、
高
齢
従
業
員
一
人
ひ
と
り

に
自
身
の
身
体
の
変
化
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
に
、
運

動
機
能
検
査
を
利
用
し
た
体
感
教
育
を
実
施
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、足
の
筋
力
を
鍛
え
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
※

を
、
仕
事
の
合
間
に
日
々
く
り
返
し
行
う
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

写真2　手すり付き踏み台

※ 長野労働局がホームページ上で公開している「転倒災害防止のための研修教材」。そのなかの転倒災害防止と身体機能改善を目的として、マツダ（株）安全健
康推進部健康推進センターが考案した「いきいき安全体操」などが参考となります
http://nagano-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/tokushu_campaign/tentousaigai_boushi.html
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

ケーススタディ

一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
山
田
琢た
く

之じ

第
５
回

高
齢
労
働
者
の
た
め
の
快
適
睡
眠
術

さ
れ
ま
し
た
。
便
利
な
世
の
中
が
平
均
睡
眠
時
間
を

短
く
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。

【
災
害
発
生
事
例
︼

外
回
り
中
の
居
眠
り
運
転
に
よ
る
追
突
事
故

︿
災
害
発
生
状
況
﹀

Ａ
さ
ん
︵
62
歳
︶
は
長
年
製
薬
会
社
で
営
業
の
仕

事
に
従
事
し
て
き
た
。
営
業
で
は
、
安
全
運
転
を
心

が
け
て
い
た
が
、
得
意
先
を
ま
わ
っ
て
い
た
午
後
、

つ
い
ウ
ト
ウ
ト
し
て
し
ま
い
、
前
を
走
る
車
に
追
突

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
。

2
居
眠
り
運
転
を
防
ぐ
に
は

居
眠
り
運
転
と
い
う
と
深
夜
の
時
間
帯
に
多
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
中
に
も
強
い
眠

気
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
深
夜
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
大
き
な
眠
気

が
あ
り
、
日
中
で
は
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
に
か

た
。
寝
つ
き
の
悪
い
﹁
入
眠
障
害
﹂
が
多
く
、
夜
中

に
目
が
覚
め
る
﹁
中
途
覚
醒
﹂、
朝
早
く
目
が
覚
め

る
﹁
早
朝
覚
醒
﹂
が
続
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
原
因
に
は
、
遠
距
離
通
勤
や
テ
レ
ビ
の

深
夜
放
送
の
視
聴
な
ど
で
昔
に
比
べ
て
就
眠
時
間
が

遅
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
社
会
の
24
時
間
化
が
睡
眠
の
問
題
を
複
雑
に
し
て

い
ま
す
。

英
国
の
医
学
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
は
、﹁
深

夜
の
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
は
、
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
コ
ー
ヒ

ー
２
杯
分
の
覚
醒
効
果
︵
刺
激
︶
が
あ
る
﹂
と
発
表

1
み
ん
な
睡
眠
不
足

ヒ
ト
は
、
人
生
の
三
分
の
一
を
眠
っ
て
過
ご
し
ま

す
。
人
生
90
年
と
す
れ
ば
、
な
ん
と
30
年
は
寝
て
い

る
計
算
で
す
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
１
日
３
～
４
時
間
の
短た

ん

眠み
ん

と
い
わ

れ
、
一
方
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
９
～
10
時
間
の

長ち
ょ
う

眠み
ん

で
し
た
。
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
理
想
的
な

睡
眠
時
間
は
７
～
８
時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
は
睡
眠
不
足
を
訴
え
る
人
が
増
加

し
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
日
本
人
の
約
五
分

の
一
が
な
ん
ら
か
の
睡
眠
障
害
を
抱
え
て
い
ま
し
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が
長
く
、
そ
の
こ
と
が
﹁
長
く
ベ
ッ
ド
︵
床
︶
に
い

て
も
眠
れ
な
い
﹂
つ
ま
り
、
不
眠
の
悩
み
が
不
眠
を

招
く
悪
循
環
に
な
っ
て
い
ま
す
︵
図
２
︶。

②
刺
激
物
を
避
け
、
眠
る
前
に
は
自
分
な
り
の
リ
ラ

ッ
ク
ス
法

◦
就
床
前
４
時
間
の
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
、
就
床
前
１

時
間
の
喫
煙
は
避
け
る

カ
フ
ェ
イ
ン
の
覚
醒
作
用
は
、
３
～
４
時
間
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
で
は
、
５
時
間
以
上
続
く

こ
と
も
あ
る
の
で
、夕
食
以
降
の
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、

紅
茶
、
場
合
に
よ
っ
て
は
栄
養
ド
リ
ン
ク
に
も
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
軽
い
読
書
、
音
楽
、
香
り
な
ど
で
心
を
、
そ
し
て

ぬ
る
め
の
入
浴
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
肉
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

③
眠
た
く
な
っ
て
か
ら
床
に
就
く
、
就
床
時
刻
に
こ

だ
わ
り
す
ぎ
な
い

◦
眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭
を
さ
え
さ
せ
、
寝

つ
き
を
悪
く
す
る

体
内
時
計
で
寝
る
準
備
が
整
う
の
は
、
60
代
の
高

齢
労
働
者
で
も
22
時
か
ら
23
時
以
降
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
睡
眠
効
率
を
高
め
る
た
め
に
は
就
床
時
刻
を
少

し
遅
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

④
同
じ
時
刻
に
毎
日
起
床

◦
早
寝
早
起
き
で
な
く
、
早
起
き
が
早
寝
に
通
じ
る

◦
日
曜
に
遅
く
ま
で
床
で
過
ご
す
と
、
月
曜
の
朝
が

つ
ら
く
な
る

⑤
光
の
利
用
で
よ
い
睡
眠

◦
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
取
り
入
れ
、
体
内
時
計
を

け
て
小
さ
な
眠
気
が
あ
る
の
で
す
。
眠
気
は
身
体
が

睡
眠
を
と
り
た
い
と
い
う
サ
イ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

幼
稚
園
や
保
育
園
に
昼
寝
時
間
が
あ
る
の
は
、
昼

間
の
小
さ
な
眠
気
と
い
う
生
理
的
欲
求
を
満
た
す
た

め
な
の
で
す
。

﹁
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
か
ら
眠
く
な
る
の
で
は
？
﹂

そ
う
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
昼
食
を
取

ら
な
く
て
も
眠
気
は
襲
っ
て
き
ま
す
。
眠
く
な
っ
た

ら
、
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
な
ど
で
仮
眠
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
昼
寝
や
短
時
間
の
臨

時
仮
眠
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
安

全
運
転
の
仮
眠
の
条
件
は
、﹁
目
が
覚
め
た
後
、
作

業
能
率
が
維
持
で
き
る
﹂、﹁
目
覚
め
た
後
に
眠
気
を

残
さ
な
い
﹂
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
15
分
か
ら
20
分
程
度
の
仮
眠
が
適
当
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

3
一
般
的
な
睡
眠
術

厚
生
労
働
省
の
﹁
睡
眠
障
害
の
診
断
・
治
療
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
作
成
と
そ
の
実
証
的
研
究
班
﹂
は
そ
の
研

究
成
果
と
し
て
、
睡
眠
障
害
対
処
に
12
の
指
針
を
発

表
し
ま
し
た
。次

の
対
応
を
活
用
し
、
高
齢
従
業
員
の

睡
眠
が
よ
り
快
適
に
な
る
よ
う
に
周
知
し

ま
し
ょ
う
。

①
睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日
中
の
眠

気
で
困
ら
な
け
れ
ば
十
分

◦
睡
眠
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
季
節
で
も

変
化
す
る
た
め
８
時
間
に
こ
だ
わ
ら
な

い
◦
高
齢
に
な
る
と
︵
年
を
重
ね
る
と
︶
必

要
な
睡
眠
時
間
は
短
く
な
る

睡
眠
時
間
や
睡
眠
パ
タ
ー
ン
は
年
齢
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
高
齢
労
働

者
で
は
、
若
い
こ
ろ
に
比
べ
て
必
要
な
睡

眠
時
間
が
短
く
な
り
ま
す
。
年
齢
に
あ
っ

た
適
切
な
睡
眠
時
間
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
︵
図
１
︶。

高
齢
に
な
る
と
眠
れ
る
時
間
が
短
く
な

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寝
床
に
い
る
時
間
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高
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◦
運
動
習
慣
は
熟
睡
を
促
進

高
齢
の
方
は
運
動
不
足
気
味
で
す
。
散
歩
な
ど
を

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う
。
昼
夜
の
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

⑥
規
則
正
し
い
３
度
の
食
事
、
規
則
的
な
運
動
習
慣

◦
朝
食
は
心
と
体
の
目
覚
め
に
重
要
、
夜
食
は
ご
く

軽
く

食
べ
物
の
消
化
に
は
２
～
３
時
間
を
要
す
る
た

め
、寝
る
前
に
は
香
辛
料
な
ど
刺
激
の
強
い
食
事
や
、

ス
イ
ッ
チ
オ
ン

◦
夜
は
明
る
す
ぎ
な
い
照
明
を

起
き
た
と
き
か
ら
１
日
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。
朝
の
光
を
浴
び
て
体
を
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

図2　眠れる時間と寝床にいる時間の差

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

5 6 7 8 9 10（時間）

実際に眠れる時間
寝床にいる時間

実際に眠れる時間
寝床にいる時間

寝床にいる時間

実際に眠れる時間

実際に眠れる時間は、年齢を重ねるごとに短くなるが、寝床にいる時間は長くなる。この差に悩むことも、
不眠につながる要因となる。

出典：Ohayon MM. et al. Sleep. 2004. 三島和夫「睡眠学」（日本睡眠学会編 2009）より著者作成

睡眠段階１睡眠段階１

睡眠段階2睡眠段階2

徐波睡眠徐波睡眠

レム睡眠レム睡眠

中途覚醒中途覚醒

睡眠潜時睡眠潜時

睡
眠
時
間

（分）
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500

400

300
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100

5
0

覚醒時間

睡眠時間

（歳）

年齢
10 15 25 35 45 55 65 75 85

6５歳
6時間

２５歳
7時間

4５歳
6.5時間

図1　脳波を用いた健康人の年齢と睡眠時間

睡眠時間は年齢とともに短くなり、65 歳以上になると６時間程度となる。長く眠ろうとして、
年齢に見合った生理的睡眠時間を超えて長く床についていると、睡眠が全体に浅くなり、夜中
に目が覚めてしまう時間が増えてしまう。

睡眠段階１、睡眠段階２、徐波睡眠、レム睡眠を
合計したところが睡眠時間となる。
睡眠潜時と中途覚醒は就床後の覚醒時間に入る。

※睡眠潜時：寝つくまでにかかる時間
※中途覚醒：夜中に目が覚めている時間
※レム睡眠：体が休んでいる睡眠
※徐波睡眠：深い睡眠
※睡眠段階１−２：浅い睡眠

出典：Ohayon, M. et al. : SLEEP, 27（7）, 1255-1273（2004）一部内山真改変  より著者作成
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⑤
深
夜
運
転
後
や
深
夜
勤
務
後
の
目
の
疲
れ
に
は
、

温
か
い
タ
オ
ル
で
目
を
温
め
る
の
も
１
つ
の
睡
眠
術

5
最
近
の
睡
眠
対
策
の
動
き

最
近
は
﹁
睡
眠
負
債
﹂
と
い
う
言
葉
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
睡
眠
不
足
が
蓄
積
さ
れ
た
状
態

の
こ
と
で
、
自
覚
が
な
い
う
ち
に
仕
事
や
家
事
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
低
下
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
リ

ス
ク
も
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。﹁
ち
ょ
っ
と

の
寝
不
足
が
命
を
縮
め
る
﹂、﹁
睡
眠
負
債
が
続
く
と
、

認
知
症
の
原
因
物
質
が
脳
に
蓄
積
す
る
﹂
な
ど
の
研

究
結
果
が
発
表
さ
れ
、
世
界
中
の
研
究
者
が
﹁
睡
眠

負
債
﹂
に
警け

い

鐘し
ょ
う

を
鳴
ら
し
始
め
て
い
ま
す
。
今
回
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
参
考
に
睡
眠
負
債
を
返
済
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
前
日
の
終
業
時
間
が
延

び
た
場
合
︵
つ
ま
り
時
間
外
労
働
が
発
生
し
た
場

合
︶、
次
の
日
の
始
業
時
間
を
遅
く
す
る
な
ど
に
よ

り
、
働
く
人
の
睡
眠
時
間
や
生
活
時
間
を
確
保
す
る

取
組
み
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
の
一
環

と
し
て
﹃
働
く
方
々
の
健
康
確
保
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
の
た
め
に
﹁
勤
務
間
イ
ン
タ

ー
バ
ル
﹂※
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
﹄と
い
う
も
の
で
す
。

現
代
社
会
で
は
、睡
眠
が
犠
牲
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

快
眠
で
き
れ
ば
ス
ト
レ
ス
も
発
散
で
き
、
翌
日
の
活

力
も
わ
い
て
き
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
は
身
体
の
な

か
に
あ
る
リ
ズ
ム
を
守
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
睡
眠
は
そ
の
代
表
で
す
。
快
眠
へ
の
努
力
を

し
ま
し
ょ
う
。

⑫
睡
眠
薬
は
医
師
の
指
示
で
正
し
く
使
え
ば
安
全

◦
一
定
時
刻
に
服
用
し
就
床

◦
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
併
用
を
し
な
い

最
近
の
睡
眠
薬
で
は
、
依
存
症
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
行
動
療
法
︵
欧
米
で
は

20
年
以
上
前
か
ら
不
眠
の
治
療
法
と
し
て
普
及
︶
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
依
存
を
や
め
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

以
上
の
指
針
を
参
考
に
、
つ
ら
い
不
眠
を
解
決
し

ま
し
ょ
う
。

♶
深
夜
運
転
後
や
深
夜
勤
務
後
の
睡
眠
術

さ
て
、深
夜
運
転
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
、

夜
勤
を
さ
れ
る
高
齢
労
働
者
も
多
い
も
の
で
す
。
深

夜
運
転
・
勤
務
後
の
睡
眠
術
を
紹
介
し
ま
す
。

①
深
夜
運
転
明
け
の
帰
宅
時
、
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
で

強
い
日
光
を
避
け
る
と
、
帰
宅
後
の
入
眠
が
容
易

に
な
る

②
深
夜
運
転
明
け
の
睡
眠
は
、家
族
の
協
力
を
得
て
、

遮し
ゃ

光こ
う

カ
ー
テ
ン
な
ど
で
明
る
さ
や
音
に
配
慮
し
た

寝
室
環
境
を
確
保
す
る
。
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
利

用
し
て
温
度
・
湿
度
を
快
適
に
す
る
こ
と
も
必
要

③
深
夜
運
転
、
日
勤
運
転
の
く
り
返
し
よ
り
、
深
夜

運
転
勤
務
を
続
け
、
そ
の
後
、
日
勤
運
転
を
続
け

る
シ
フ
ト
の
ほ
う
が
、
睡
眠
時
間
の
確
保
が
容
易

に
な
る
こ
と
も

④
昼
間
に
寝
る
場
合
も
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
15
分

か
ら
20
分
程
度
つ
か
っ
て
、若
干
体
温
を
上
げ
て
、

そ
の
後
、
体
温
が
下
が
る
こ
ろ
か
ら
自
然
な
眠
り

に
つ
く
こ
と
が
で
き
る

⑦
昼
寝
を
す
る
な
ら
、
午
後
３
時
前
の
20
～
30
分

◦
長
い
昼
寝
は
か
え
っ
て
ぼ
ん
や
り
の
も
と

◦
夕
方
以
降
の
昼
寝
は
夜
の
睡
眠
に
悪
影
響

⑧
眠
り
が
浅
い
と
き
は
、
む
し
ろ
積
極
的
に
遅
寝
・

早
起
き
に

◦
寝
床
で
長
く
過
ご
し
す
ぎ
る
と
熟
睡
感
が
減
る

眠
く
な
ら
な
い
と
き
に
は
、
本
を
読
む
な
ど
し
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う
。
眠
く
な
い
の
に
布
団
に

入
る
と
、
焦
っ
て
緊
張
し
、
余
計
に
眠
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

⑨
睡
眠
中
の
激
し
い
イ
ビ
キ
・
呼
吸
停
止
や
足
の
び

く
つ
き
・
む
ず
む
ず
感
は
要
注
意

◦
背
景
に
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な
ど
の
病
気
の
可

能
性
。
専
門
治
療
が
必
要

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
や
む
ず
む
ず
脚
症
候
群
と

い
う
疾
患
に
つ
い
て
は
専
門
医
が
い
ま
す
。
専
門
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
覚
症
状
が
改
善
し
ま
す
。

⑩
十
分
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
が
強
い
と
き
は
専
門

医
に

◦
長
時
間
眠
っ
て
も
日
中
の
眠
気
で
仕
事
に
支
障
が

あ
る
場
合
は
、
専
門
医
に
相
談
を

◦
車
の
運
転
に
注
意

⑪
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
不
眠
の
も
と

◦
睡
眠
薬
代
わ
り
の
寝
酒
は
、深
い
睡
眠
を
減
ら
し
、

夜
中
に
目
が
覚
め
る
原
因

昔
か
ら
寝
酒
は
睡
眠
に
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
飲
み
す
ぎ
は
反
対
に
覚
醒
効
果
を
招
い
て
し
ま

い
ま
す
。
寝
酒
は
ほ
ん
の
少
し
、
身
体
を
温
め
る
く

ら
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

勤務間インターバル……勤務終了後、一定時間以上の「休息時間」を設けることで、労働者の生活時間や睡眠時間を確保する仕組み
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

ケーススタディ

一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

今
回
は
、
比
較
的
低
い
位
置
で
の
墜
落
・
転
落
に

焦
点
を
当
て
て
、
解
説
し
ま
す
。

厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
の
資
料
に
よ
る

と
、
墜
落
・
転
落
に
よ
る
休
業
４
日
以
上
の
被
災
労

働
者
数
（
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
か
ら
２
０
１
５

年
の
５
年
平
均
で
全
２
万
１
８
６
人
）
を
そ
の
起
因

物
で
分
類
す
る
と
、
は
し
ご
等
（
脚
立
、
は
し
ご
、

作
業
台
等
）
が
最
も
多
く
（
約
23
％
）、
次
い
で
ト

ラ
ッ
ク
（
約
22
％
）、
階
段
・
桟
橋
（
約
15
％
）
の

順
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

は
し
ご
等
は
手
軽
に
使
用
で
き
る
の
で
、
墜
落
・

転
落
の
危
険
を
そ
れ
ほ
ど
感
じ
ず
に
使
用
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
さ
が
２
ｍ
未
満
し

か
な
い
脚
立
か
ら
転
落
し
て
死
亡
あ
る
い
は
重
篤
災

害
に
な
っ
た
例
も
多
数
あ
り
ま
す
。

1
脚
立
起
因
の
災
害
事
例

天
井
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
完
成
検
査
中
、
玉
掛
け
作

業
者
が
脚
立
上
か
ら
転
落
し
死
亡
（
職
場
の
あ
ん
ぜ

ん
サ
イ
ト
労
働
災
害
事
例
Ｎ
ｏ
・
１
０
１
０
６
６

よ
り
）

【
災
害
発
生
状
況
】

工
場
内
で
完
成
し
た
空
調
設
備
の
客
先
立
合
い
検

査
を
行
う
た
め
、
天
井
ク
レ
ー
ン
を
用
い
て
空
調
設

備
の
一
部
で
あ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
取
付
け
下
枠
を
移
動

さ
せ
、
次
い
で
そ
の
上
に
同
じ
サ
イ
ズ
の
上
枠
を
移

動
さ
せ
荷
卸
し
後
、
上
下
枠
を
ボ
ル
ト
で
結
合
し
、

玉
外
し
を
行
お
う
と
箱
枠
の
側
に
設
置
し
た
脚
立
に

上
が
り
作
業
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
玉
掛
け
作
業
者
が

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
山
口
忠た

だ

重し
げ

ケーススタディ
第
6
回

比
較
的
低
い
位
置
で
の
墜
落
・
転
落

図表1　はしご等からの墜落・転落被災者
 (H23-27年５年平均、休業4日以上）

出典：厚生労働省・都道府県労働局パンフレット

全20186人

はしご等

はしご等：脚立、はしご、作業台など

階段・桟橋

その他

約 23％

トラック
約 22％
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①
脚
立
関
連
の
法
令
を
遵
守
す
る

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
５
２
８
条
に
、
墜
落
等
に

よ
る
危
険
の
防
止
と
し
て
脚
立
の
規
定
が
あ
り
ま

す
。
法
令
を
遵
守
し
、
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
脚
立
起
因
災
害
は
重
篤
災
害
に
な
り
や
す
い
こ
と

を
教
育
す
る

脚
立
災
害
の
主
な
流
れ
を
、図
表
２
に
示
し
ま
す
。

脚
立
上
で
作
業
中
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
、
つ
ま

ず
い
た
り
、
滑
る
と
、
転
落
し
ま
す
。
飛
び
降
り
て

手
足
な
ど
を
強
打
、
骨
折
し
て
１
カ
月
以
上
の
休
業

災
害
も
し
く
は
頭
部
を
打
つ
と
死
亡
を
含
む
重
篤
で

悲
惨
な
災
害
に
な
り
ま
す
。
脚
立
の
高
さ
が
１
・
５

ｍ
の
場
合
、
頭
の
床
上
高
さ
は
３
・
５
ｍ
程
度
の
高

さ
に
な
り
ま
す
。
脚
立
作
業
で
は
重
篤
災
害
に
な
る

危
機
意
識
を
常
に
持
つ
よ
う
に
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

③
脚
立
上
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
は
む
ず
か
し

く
、
墜
落
危
険
を
予
知
さ
せ
る

は
し
ご
等
か
ら
の
墜
落
・
転
落
死
亡
者
の
８
割
強

は
保
護
帽
を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（
平
成
27

年
災
害
調
査
復
命
書
集
計
）。
墜
落
の
危
険
を
作
業

開
始
前
に
予
知
し
て
、
保
護
帽
の
正
し
い
着
用
を
行

う
よ
う
指
導
し
ま
す
。
高
さ
１
ｍ
未
満
で
あ
っ
て
も

着
用
し
ま
す
。
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
の
調
査

報
告 

※2

で
は
、
高
齢
者
（
50
歳
以
上
）
の
災
害
は

全
体
の
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

「
休
業
４
日
以
上
の
労
働
者
死
傷
病
報
告
」（
平
成

18
年
）
か
ら
３
万
４
１
９
５
件
（
25
・
５
％
）
を
無

作
為
抽
出
し
、「
脚
立
」
を
検
索
語
句
と
し
て
選
定

す
る
と
、９
９
２
件
の
脚
立
起
因
災
害
が
抽
出
さ
れ
、

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
脚
立
上
か
ら
転
落
し
て
死
亡
し

た
。

【
災
害
発
生
要
因
】

①
作
業
者
の
墜
落
や
脚
立
の
転
倒
を
防
止
す
る
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
脚
立
を
使
用
し
た
。
②
作

業
者
が
保
護
帽
を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
③
安
全

な
作
業
方
法
の
検
討
お
よ
び
作
業
標
準
書
の
作
成
が

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
④
安
全
な
作
業
方
法
に
つ

い
て
、
作
業
者
へ
の
安
全
衛
生
教
育
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

【
類
似
災
害
防
止
策
検
討
時
の
留
意
点
】

（
１
）
ま
ず
、
脚
立
使
用
を
回
避
で
き
な
い
か
を
検

討
し
ま
す
（
可
搬
式
作
業
台
、
手
す
り
付
き
脚
立
、

高
所
作
業
車
な
ど
広
い
作
業
床
面
、
踏
み
さ
ん 

   ※１

を
有
す
る
用
具
の
検
討
）。

（
２
）
脚
立
使
用
を
回
避
で
き
な
い
場
合

う
ち
６
件
が
死
亡
災
害
で
す
。
年
間
推
計
件
数
は

３
８
９
６
件
、死
亡
災
害
は
24
件
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

死
亡
災
害
６
件
の
被
災
者
は
55
歳
以
上
が
５
件
と

高
齢
者
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
死
亡
し
た
被
災
者
の

経
験
年
数
は
３
カ
月
以
下
が
２
人
（
２
人
と
も
60
歳

以
上
）、10
〜
20
年
が
１
人
、20
年
以
上
が
３
人
で
す
。

抽
出
事
例
の
被
災
場
所
は
脚
立
上
で
の
作
業
中
に
被

災
す
る
割
合
が
最
多
（
70
％
）
で
、
下
り
（
19
％
）、

上
り
（
８
％
）
で
す
。
狭
い
踏
み
さ
ん
に
乗
っ
て
作

業
中
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
転
落
し
て
い
ま
す
。

図
表
３
に
年
代
別
に
「
両
眼
を
閉
じ
て
片
足
立
ち

で
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
で
き
る
時
間
」
を
示
し
ま
す
。

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
年
代
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
維

持
能
力
差
は
明
白
で
す
。
高
齢
者
に
は
一
度
こ
の
閉

1 踏みさん……脚立やはしごなどの足をかける部分
※2 菅間敦、大西明宏「労働安全衛生研究」Vol.8, No 2,pp91-98 2015

出典：正田 亘『五感の体操 - 心理学を活用したあたらしい安全運動技法』
　　  学文社

図表３　両眼を閉じて片足立ちでバランスを維持できる時間

時間 5秒以下 6-10秒 11-15秒 16-20秒 21-25秒 25秒以上

年齢 60歳以上 50歳代 40歳代 30歳代 20歳代 10歳代

図表2　脚立起因災害の主な流れリスク

出典：労働安全衛生総合研究所
　「脚立からの転落災害の現状と防止対策の展望」

脚立の上に
立って
作業中

バランスを
崩す、滑る、
つまずく

転
落

骨折又は
休業１月
以上

上肢または
下肢を
打つ

重篤な
傷害又は
死亡

頭部を
打つ
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す
す
め
し
ま
す
。

⑧
不
安
全
状
態
を
放
置
し
な
い

禁
止
事
項
の
違
反
は
不
安
全
行
動
に
な
り
ま
す

が
、
一
方
、
不
安
全
状
態
を
放
置
し
て
作
業
す
る
こ

と
も
厳
禁
で
す
。
日
常
点
検
、
作
業
開
始
前
点
検
を

実
施
し
、
脚
立
の
天
板
、
踏
み
さ
ん
、
支
柱
、
開
き

止
め
金
具
、
回
転
金
具
、
滑
り
止
め
、
全
体
の
が
た

つ
き
な
ど
の
異
常
有
無
を
確
認
し
ま
す
。
設
置
場
所

の
地
盤
、
平
坦
さ
、
安
定
性
、
周
辺
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、

天
候
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
も
重
要
で
す
。

2
移
動
は
し
ご
起
因
の
災
害
事
例

住
宅
建
築
現
場
の
移
動
は
し
ご
で
、
ペ
ン
キ
の
ふ
き

取
り
作
業
中
転
落
（
職
場
の
あ
ん
ぜ
ん
サ
イ
ト
労

働
災
害
事
例
Ｎ
ｏ
・
１
０
０
５
７
２
）

【
災
害
発
生
状
況
】

住
宅
建
築
工
事
で
、
外
部
階
段
に
さ
び
止
め
塗
装

⑤
保
護
帽
は
正
し
い
着
用
法
を
指
導
す
る

保
護
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
て
も
、
あ
ご
紐
を
し
て
い

な
い
、
墜
落
時
保
護
用
で
は
な
く
、
飛
来
・
落
下
物

用
保
護
帽
を
着
用
し
て
い
た
、
も
し
く
は
保
護
帽
の

耐
久
性
が
劣
化
し
て
い
た
な
ど
が
原
因
で
、
最
悪
の

結
末
を
迎
え
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
着
用
実
態
を
フ

ォ
ロ
ー
し
、
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

⑥
２
ｍ
以
上
の
高
所
で
の
脚
立
作
業
は
し
な
い

や
む
を
得
ず
実
施
す
る
場
合
、
安
全
帯
の
着
用
な

ど
高
所
作
業
と
し
て
の
対
応
が
法
令
遵
守
の
観
点
か

ら
必
要
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
脚
立
の
使
用
は
避
け

ま
す
。

⑦
脚
立
は
正
し
い
使
用
法
を
決
め
て
守
ら
せ
る

作
業
者
に
と
っ
て
身
近
な
用
具
で
あ
る
だ
け
に
安

全
を
確
保
し
て
か
ら
作
業
す
る
と
い
う
意
識
が
薄
く

な
り
が
ち
で
す
。
正
し
い
使
用
法
（
禁
止
事
項
）
を

決
め
て
指
導
し
ま
す
。
禁
止
事
項
の
例
を
図
表
４
に

示
し
ま
す
。
非
定
常
作
業
と
い
え
ど
も
、
禁
止
事
項

を
取
り
込
ん
だ
作
業
手
順
の
作
成
・
指
導
教
育
を
お

眼
片
足
立
ち
を
体
験
さ
せ
、
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と

が
有
効
で
す
。
２
ｍ
以
下
の
作
業
の
場
合
で
も
、
墜

落
防
止
措
置
の
追
加
実
施
も
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所
の
研
究
報

告 

※3

で
は
、
作
業
姿
勢
に
つ
い
て
検
討
し
「
天
板

の
１
段
下
よ
り
は
２
段
下
で
の
作
業
」
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
少
し
高
め
の
脚
立
を
選
び
、
脚
立
に
寄
り

か
か
り
、
太
も
も
か
ら
腰
周
辺
を
接
触
さ
せ
て
作
業

を
し
ま
し
ょ
う
。

④
保
護
帽
の
着
用
違
反
者
へ
の
対
応

そ
の
場
で
直
ち
に
指
導
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

背
景
を
考
慮
し
て
管
理
監
督
者
側
の
課
題
の
有
無
を

検
討
し
ま
す
。
経
験
豊
富
な
高
齢
労
働
者
は
、
こ
れ

ま
で
安
全
に
行
動
し
て
き
た
と
い
う
自
己
流
の
安
全

哲
学
で
、
油
断
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
風
土
が

未
熟
練
労
働
者
に
伝
達
さ
れ
な
い
よ
う
、
指
導
・
教

育
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

① 天板上での作業

② 脚立上で力を入れる作業

③ 脚立上で身を乗り出す作業（身体の重心は脚立の支持基底面内）

④ 踏みさん上で、つま先立ちで作業

⑤ 開口部、作業床の端の近くで作業

⑥ 足場・ゴンドラ・ひさしの上で脚立を使用

⑦ 脚立を壁にたてかけ、踏台として使用

⑧ はしご兼用脚立の背面側を使用して作業

⑨ 段差のある場所に脚立を設置して使用

⑩ 脚立を閉じたまま使用

⑪ 脚立を背にしておりる動作

⑫ 手放しでの昇降（３点支持の励行）

図表4　脚立作業時の禁止事項

推奨する脚立使用時の作業姿勢

※3 菅間敦「労働安全衛生研究」Vol.10 No1pp55-58 2017
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を
し
て
い
る
際
に
、塗
料
が
１
階
玄
関
の
「
ひ
さ
し
」

の
上
に
垂
れ
て
い
た
の
を
ふ
き
取
る
こ
と
に
な
っ

た
。移
動
は
し
ご
を
玄
関
先
の
土
盛
り
に
立
て
掛
け
、

１
・
７
ｍ
ほ
ど
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
塗
料
の
ふ
き
取

り
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
は
し
ご
の
脚
部
が
後
方

に
移
動
し
、
被
災
者
は
仰
向
け
の
状
態
で
足
、
腰
、

頭
の
順
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
上
に
転
落
、
後
頭

部
を
強
打
し
８
日
後
に
死
亡
し
た
。

【
災
害
発
生
要
因
】

①
は
し
ご
の
設
置
場
所
の
地
面
が
傾
斜
し
て
い
た
。

階
段
状
に
土
盛
り
さ
れ
た
状
態
で
、
は
し
ご
に
乗
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
重
量
が
か
か
っ
て
後
方
に
移
動
し

た
と
推
定
。
②
は
し
ご
上
端
を
ロ
ー
プ
で
固
定
す
る
、

敷
板
で
す
べ
り
止
め
を
す
る
な
ど
、
は
し
ご
転
位
を

防
止
す
る
措
置
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
③
保
護
帽

を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
④
安
全
に
関
す
る
特
段

の
指
導
・
作
業
の
監
視
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

【
類
似
災
害
防
止
策
検
討
時
の
留
意
点
】

（
１
）
ま
ず
、移
動
は
し
ご
の
使
用
を
回
避
で
き
な

い
か
を
検
討
し
ま
す（
ロ
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
、可
搬
式

作
業
台
、手
す
り
付
き
脚
立
、高
所
作
業
車
な
ど
広

い
作
業
床
面
、
踏
み
さ
ん
を
有
す
る
用
具
の
検
討
）。

（
２
）
移
動
は
し
ご
使
用
を
回
避
で
き
な
い
場
合

①
は
し
ご
関
連
の
法
令
を
遵
守
す
る

移
動
は
し
ご
に
よ
る
墜
落
等
に
よ
る
危
険
の
防
止

に
つ
い
て
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
５
２
７
条
に
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
刑
事
責
任
に
加
え
、
民
事
責
任
も
追
及
さ
れ
る
こ

と
を
想
定
し
て
お
く

③
作
業
手
順
を
作
成
、
指
導
教
育
を
怠
ら
な
い

墜
落
災
害
の
原
因
と
対
策
の
基
本
的
な
事
項
に
つ

い
て
、
全
国
建
設
業
労
災
互
助
会
、
労
働
安
全
衛
生

総
合
研
究
所
の
共
同
作
成
に
よ
る
資
料
を
一
部
編
集

し
て
掲
載
し
ま
す
（
図
表
５
）。
定
常
作
業
に
加
え

て
非
定
常
作
業
に
つ
い
て
も
作
業
手
順
に
織
り
込
む

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

3
ト
ラ
ッ
ク
（
荷
役
作
業
）
起
因
の
災
害

図
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
ト
ラ
ッ
ク
荷
役
作
業

中
に
発
生
す
る
墜
落
・
転
落
災
害
は
多
く
、
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
か
ら
の
墜
落
・
転
落
が
約
28
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
死
亡
災
害
発
生
時
の
墜
落
の
高
さ
は
２
ｍ
未

満
が
60
％
で
保
護
帽
未
着
用
者
は
67
％
に
も
達
し
、

被
災
場
所
は
荷
主
、客
先
が
73
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
「
陸
上
貨
物
運
送
業
に
お
け
る
荷

役
作
業
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
25
年

３
月
25
日
基
発
第
０
３
２
５
第
１
号
）
を
公
表
し
て

い
ま
す
。
陸
運
事
業
者
側
、
荷
主
側
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
側
で
の
実
施
事
項
が
区
別
し
て
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
荷
主
側
等
荷
役
作
業
実
施
個
所
に
、
あ
お

り
に
設
置
す
る
簡
易
作
業
床
、
移
動
式
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
、
安
全
帯
取
付
設
備
、
昇
降
設
備
な
ど
の
充
実

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
荷
役
作
業
者
へ
の
指
導
教
育

の
強
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
の
な
か
で
、
脚
立
・
は
し
ご
・

ト
ラ
ッ
ク
荷
台
で
の
作
業
は
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

「
１
メ
ー
ト
ル
は
一
命
取
る
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

安
全
を
確
保
、
確
認
し
て
か
ら
作
業
す
る
意
識
を
持

つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
事
例
は
、
転
位
防
止
措
置
を
し
な
い
で
、
高

さ
１
・
７
ｍ
の
比
較
的
低
い
位
置
で
、
保
護
帽
な
し

で
作
業
し
、
死
亡
し
て
い
ま
す
。
作
業
員
を
死
亡
さ

せ
て
、
刑
事
責
任
、
賠
償
責
任
を
追
及
さ
れ
、
ま
た
、

道
義
的
責
任
を
感
じ
、
一
生
苦
し
み
続
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
作
業
者
が
指
示
を
無
視
し
た
の
で
あ
れ

ば
、
作
業
者
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

「
な
ぜ
保
護
帽
を
し
な
い
の
か
」。
管
理
監
督
者
側

も
、
作
業
者
側
も
と
も
に
、
反
省
し
、
そ
の
真
の
要

因
を
検
討
し
、
今
後
再
発
さ
せ
な
い
た
め
に
、
是
正

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、安
全
教
育
の
強
化
、

ル
ー
ル
順
守
の
風
土
育
成
な
ど
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

図表5　墜落災害の原因と基本的対策

出典：（一社）全国建設業労災互助会、（独法）労働安全衛生総合研究所
　　　「墜落災害防止のための移動はしごの使用法等について」から著者作成

原因 基本的対策

① 強度不足 はしごまたは立てか
け先の強度不足

・ 信頼性のあるはしご使用 (JIS)
・ 使用前の点検、異常品は使わない
・ 強度十分なものに立て掛ける
・ 設置角度75度で使用する

② はしごの
固定なし

・ はしごの上方と下方を固定する
・ 補助者が支える
・ はしごの上端を上端床から60cm以上出す

③ 不安全行動

はしごを背にして昇
降する、重い荷物を
片手に持ち昇降する
など

・ 安全教育の実施
・ 昇降時に大きな荷物を持たない
・ はしごを背にして昇降しない（３点支持）

④ 高所作業
不対応 法令違反

・ 原則として高さ２ｍ以上のはしご作業は行わ
ない
（作業床設置、安全帯など使用）

⑤ 環境要因
設置面がぬかるんで
いたり、滑りやすい
場所、強風など

・ 設置面の事前点検、めり込みや滑りの想定さ
れる個所では使用しない

・ 強風などの悪天候では作業しない
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

ケーススタディ

一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
公
衆
衛
生
学
講
座
　
木
村
真
奈
美
、白
濱
龍
太
郎
、和
田
裕
雄

労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
谷
川
武

高
齢
労
働
者
に
お
け
る「
閉へ

い

塞そ
く

性せ
い

睡す
い

眠み
ん

時じ

無む

呼こ

吸き
ゅ
う

」対
策
と

生
活
習
慣
改
善
の
重
要
性

第
７
回

倦
怠
感
、
注
意
力
の
低
下
は
、
大
き
な
ミ
ス
や
事
故

に
結
び
つ
く
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ト
ラ

ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
の
職
業
運
転
者
で
は
、
交
通
事
故

の
危
険
性
が
増
す
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
有
す
る
人
が
交
通
事
故

を
起
こ
す
危
険
性
は
、
そ
う
で
な
い
人
の
２
～
７
倍

で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
た
と
え
Ｏ
Ｓ
Ａ
が
あ
る
人
で
も
、
医
療

機
関
で
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
が

な
い
人
と
同
程
度
ま
で
、
事
故
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
有
病
率
は
加
齢
と
と

も
に
増
え
る
た
め
、高
齢
労
働
者
の
働
く
職
場
で
は
、

Ｏ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
よ
く
注
意
し
、
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

3
Ｏ
S
Ａ
に
よ
る
災
害
事
例

こ
こ
で
、
特
徴
的
な
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

場
合
で
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
注
意
力
が
低

下
し
、
仕
事
の
作
業
効
率
が
悪
化
し
た
り
、
ミ
ス
が

増
加
し
た
り
、
と
き
に
は
居
眠
り
運
転
に
よ
る
事
故

の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
が
高
血

圧
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

2
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
事
故
リ
ス
ク
の
上
昇

高
い
集
中
力
が
必
要
な
職
場
や
、
危
険
を
と
も
な

う
作
業
を
行
う
職
場
で
は
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
眠
気
や

1
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸
と
は

﹁
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸︵
Ｏ
Ｓ
Ａ
︶﹂
と
は
、
睡
眠

中
に
の
ど
の
奥
︵
上じ

ょ
う

気き

道ど
う

︶
の
閉
塞
に
よ
っ
て
、
呼

吸
が
弱
ま
っ
た
り
停
止
し
た
り
す
る
こ
と
が
く
り
返

さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
や
合
併
症
が
生
じ
る
病
態

で
す
。
頻
繁
に
起
こ
る
低
酸
素
状
態
と
脳
の
覚
醒
に

よ
り
、
深
い
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
、
た
と
え
睡
眠
時
間

を
十
分
に
と
っ
て
い
る
場
合
で
も
、日
中
の
倦
怠
感
、

強
い
眠
気
、
集
中
力
の
低
下
な
ど
の
症
状
が
出
現
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
覚
症
状
が
な
い
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し
て
い
な
か
っ
た
。

⑦
カ
フ
ェ
イ
ン
の
多
量
摂
取
…
…
眠
気
防
止
の
た

め
、
日
中
は
頻
繁
に
コ
ー
ヒ
ー
や
栄
養
ド
リ
ン
ク

を
飲
ん
で
い
た
。

⑧
就
寝
直
前
ま
で
の
仕
事
、
パ
ソ
コ
ン
、
睡
眠
時
間

…
…
仕
事
を
持
ち
帰
り
、
帰
宅
後
も
遅
く
ま
で
パ

ソ
コ
ン
で
作
業
を
し
、
週
に
何
日
か
は
睡
眠
時
間

が
４
時
間
程
度
で
あ
っ
た
。

⑨
活
動
量
の
低
下
…
…
週
に
１
日
は
丸
１
日
の
休
み

だ
が
、
最
近
は
仕
事
の
疲
れ
を
と
る
た
め
に
、
朝

は
普
段
よ
り
遅
め
に
起
き
て
、
日
中
は
家
の
中
で

の
ん
び
り
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

⑩
喫
煙
習
慣
…
…
20
歳
ご
ろ
か
ら
１
日
15
～
20
本
の

タ
バ
コ
を
吸
い
、
就
寝
直
前
に
１
本
吸
っ
て
か
ら

布
団
に
入
る
習
慣
が
あ
っ
た
。

（
２
︶
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
発
症
や
悪
化
に
か
か
わ
る
要
因

ま
ず
、Ｏ
Ｓ
Ａ
の
発
症
や
悪
化
に
か
か
わ
る
一
般

的
な
要
因
と
、
特
に
高
齢
者
に
お
い
て
注
意
す
べ
き

点
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

Ｏ
Ｓ
Ａ
の
原
因
は
主
に
、
肥
満
、
加
齢
、
顔
の
骨

格
︵
小
さ
い
顎
や
後
退
し
た
顎
︶
に
あ
り
ま
す
。
肥

満
に
よ
っ
て
舌
が
肥
大
し
、
さ
ら
に
首
周
り
の
脂
肪

の
増
加
に
よ
り
、
上
気
道
が
圧
迫
さ
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
加
齢
に
よ
る
変
化
で
上
気
道
を
開
く

筋
の
緊
張
が
低
下
し
、
就
寝
中
に
気
道
が
狭
く
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
人
に
は
、
顎
が

小
さ
く
、
も
と
も
と
口
の
な
か
や
の
ど
の
奥
の
空
間

が
狭
い
人
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
は
、
た

と
え
肥
満
体
型
で
は
な
く
と
も
、
わ
ず
か
な
体
重
増

【
災
害
発
生
事
例
︼

あ
る
日
の
18
時
ご
ろ
、
仕
事
を
終
え
た
Ａ
さ
ん

︵
63
歳
︶
が
、
営
業
車
を
運
転
し
て
帰
社
す
る
途
中
、

い
つ
の
間
に
か
う
と
う
と
し
て
し
ま
い
、
気
が
つ
く

と
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
き
れ
ず
、
民
家
の
塀
に
衝
突
し

て
し
ま
っ
た
。

事
故
後
、
Ａ
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
日
中
も
強
い
眠

気
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
心
配
し
た
家
族
に
す
す
め

ら
れ
、Ａ
さ
ん
は
医
療
機
関
を
受
診
。診
察
と
検
査
の

結
果
、
重
度
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
と
診
断
さ
れ
た
。

（
１
︶
Ａ
さ
ん
の
症
状
や
生
活
状
況

①
日
中
の
症
状
…
…
こ
れ
ま
で
に
も
、
運
転
中
に
強

い
眠
気
に
襲
わ
れ
、
う
と
う
と
し
て
セ
ン
タ
ー
ラ

イ
ン
を
越
え
か
け
た
こ
と
や
、
信
号
待
ち
で
居
眠

り
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
職
場
で
も
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
中
に
眠
気
や
集
中
力
の
低
下
を
感
じ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

②
睡
眠
の
様
子
…
…
40
歳
ご
ろ
か
ら
、
睡
眠
中
の
い

び
き
を
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
酒
を
飲
ん
だ

あ
と
は
特
に
い
び
き
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。

③
夜
間
の
中
途
覚
醒
、
頻
尿
、
熟じ

ゅ
く

眠み
ん

感か
ん

の

欠
如
…
…
毎
晩
必
ず
１
～
２
回
、
ト
イ

レ
で
目
が
覚
め
、
寝
覚
め
が
す
っ
き
り

せ
ず
、
平
日
は
十
分
に
休
め
て
い
な
い

気
が
し
て
い
た
。

④
体
重
増
加
…
…
事
故
当
時
63
歳
、
身
長

１
６
５
㎝
、体
重
76
㎏
、Ｂ
Ｍ
Ｉ 

27
・
９

で
、
体
重
は
20
歳
の
こ
ろ
と
比
べ
20
㎏

程
度
増
加
し
て
い
た
。

⑤
飲
酒
習
慣
…
…
数
年
前
か
ら
寝
つ
き
に

く
く
な
り
、
夜
中
や
朝
早
く
に
目
が
覚

め
る
こ
と
が
増
え
、
よ
く
眠
れ
る
よ
う

に
と
毎
晩
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
。

１
回
の
飲
酒
量
も
徐
々
に
増
え
て
い
た
。

⑥
鼻は

な

疾し
っ

患か
ん

…
…
以
前
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
が
あ
り
、
症
状
が
ひ
ど
い
と
き
は

鼻
づ
ま
り
の
た
め
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る

こ
と
や
、
就
寝
時
、
寝
つ
き
に
く
い
こ

と
も
あ
っ
た
。
事
故
当
時
、
薬
は
使
用
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加
や
加
齢
に
よ
り
上
気
道
が
容
易
に
圧
迫
さ
れ
、
Ｏ

Ｓ
Ａ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
特
に
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
悪
化
さ
せ
る
要
因

と
し
て
重
大
な
の
は
、
飲
酒
で
す
。
寝
つ
き
を
よ
く

す
る
手
段
と
し
て
寝
酒
を
習
慣
に
し
て
い
る
人
も
多

く
い
ま
す
が
、お
酒
は
筋
肉
を
緩
め
る
作
用
が
あ
り
、

【
夜
に
脳
を
覚
醒
さ
せ
睡
眠
を
妨
害
す
る
要
因
】

パ
ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の

電
子
機
器
の
長
時
間
の
使
用
は
、
睡
眠
の
質
の
低
下

に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
電
子
機
器
が
発
す
る

明
る
い
光
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を

つ
く
る
メ
ラ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
抑
制
さ
れ

ま
す
。
特
に
、
夜
や
就
寝
前
の
電
子
機
器
の
使
用
は

睡
眠
を
強
く
妨
げ
ま
す
。

ま
た
、
帰
宅
後
も
仕
事
に
追
わ
れ
る
と
い
う
状
態

が
気
持
ち
の
焦
り
に
つ
な
が
り
、
睡
眠
を
妨
害
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ａ
さ
ん
の
場
合
も
、
帰
宅
後
遅

い
時
刻
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
で
の
作
業
が
脳
を
覚
醒
さ

せ
、
寝
つ
き
に
く
さ
や
睡
眠
の
質
の
低
下
に
つ
な
が

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
生
活
習
慣
：
活
動
量
の
低
下
、
酒
、
タ
バ
コ
な
ど
】

運
動
不
足
や
、
昼
間
あ
ま
り
日
光
を
浴
び
な
い
生

活
も
、
睡
眠
・
覚
醒
の
リ
ズ
ム
を
妨
害
し
、
睡
眠
の

質
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
タ
バ
コ
は
交
感
神
経

を
刺
激
し
、
睡
眠
を
妨
害
し
ま
す
。
就
寝
直
前
の
喫

煙
は
特
に
、
悪
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

酒
は
体
内
で
分
解
さ
れ
る
途
中
、
脳
を
刺
激
し
覚
醒

す
る
作
用
の
あ
る
物
質
に
な
る
ほ
か
、
利
尿
作
用
も

あ
る
た
め
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
悪
化
さ
せ
る
以
外
の
働
き
か

ら
も
、
夜
間
の
中
途
覚
醒
や
頻
尿
を
起
こ
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
】

鼻
炎
症
状
に
よ
る
眠
気
や
集
中
力
低
下
へ
の
直
接

的
影
響
や
、
鼻
づ
ま
り
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
悪
化
さ
せ
た
可

能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

就
寝
中
に
舌
の
付
け
根
や
上
気
道
の
周
り
の
筋
の
緊

張
を
低
下
さ
せ
て
上
気
道
を
狭
め
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
悪
化

さ
せ
ま
す
。
高
齢
者
は
、
加
齢
に
よ
り
筋
力
が
低
下

し
て
お
り
、
さ
ら
に
体
重
増
加
や
飲
酒
習
慣
が
加
わ

っ
た
場
合
は
特
に
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
危
険
性
が
高
く
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
３
）
事
故
発
生
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
要
因

次
に
、
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー
ス
で
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
や
そ
の
ほ

か
の
要
因
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
眠
気
と
事
故
発

生
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
を
説
明
し
ま
す
。

【
Ｏ
Ｓ
Ａ
】

重
度
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
日
常
的
な
睡
眠
の
障
害

が
、
日
中
の
眠
気
や
注
意
力
の
低
下
を
も
た
ら
し
、

今
回
の
事
故
発
生
に
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
加
齢
に
と
も
な
い
、
体
重
増
加
や
飲
酒

習
慣
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
や
、
夜
間
の
覚

醒
や
頻
尿
、
朝
の
熟
眠
感
の
欠
如
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
と
も

な
う
症
状
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
】

日
中
眠
気
を
感
じ
ず
に
元
気
に
活
動
で
き
る
睡
眠

時
間
が
、
そ
の
人
に
と
っ
て
の
適
切
な
夜
間
の
睡
眠

時
間
で
す
。
Ａ
さ
ん
の
睡
眠
習
慣
や
休
日
の
様
子
か

ら
、
慢
性
的
に
睡
眠
不
足
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
日
常
生
活
に
お
い
て
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
な

ど
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
が
眠
気
解
消
に
有
用
な
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
場
合
は
、
疲
れ
や
眠
気
の

常
態
化
と
カ
フ
ェ
イ
ン
の
多
量
摂
取
に
よ
り
、
実
際

よ
り
疲
れ
や
眠
気
に
鈍
感
に
な
り
、
体
調
の
悪
さ
に

気
づ
き
に
く
く
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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（
４
）
事
例
の
転
帰

Ａ
さ
ん
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
対
し
、
Ｃシ

ー
パ
ッ
プ

Ｐ
Ａ
Ｐ
︵
持
続
陽

圧
呼
吸
療
法
︶
と
い
う
治
療
が
開
始
さ
れ
、
生
活
習

慣
改
善
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
中
の

強
い
眠
気
が
な
く
な
り
、
仕
事
中
も
よ
く
集
中
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
以
前
よ
り
活
動
的
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

4
高
齢
労
働
者
と
職
場
が
と
る
べ
き
対
策

（
１
︶
労
働
者
自
身
が
と
る
べ
き
対
策

【
Ｏ
Ｓ
Ａ
対
策
】

ま
ず
は
、
自
身
の
体
調
や
生
活
に
注
意
を
向
け
、

Ｏ
Ｓ
Ａ
が
疑
わ
れ
る
症
状
や
体
調
変
化
に
気
づ
き
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
Ｏ
Ｓ
Ａ

の
診
療
は
、
循
環
器
科
や
呼
吸
器
科
な
ど
の
睡
眠
呼

吸
障
害
の
専
門
外
来
や
、
睡
眠
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

な
ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
Ａ
と
診
断
さ
れ
た

場
合
は
、
治
療
と
と
も
に
、
減
量
や
節
酒
な
ど
生
活

習
慣
の
改
善
も
重
要
で
す
。

ま
た
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
罹り

患か
ん

し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
個
人
や
法
人
で
Ｏ
Ｓ

Ａ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
希
望
す
る
場
合
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
睡
眠
健
康
研
究
所︵http://plaza.um

in.
ac.jp/sleep/

︶
な
ど
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
検
診
機
関
に
検
査

を
依
頼
す
る
こ
と
で
、
自
宅
で
簡
易
な
検
査
が
で
き

ま
す
。
そ
の
結
果
か
ら
要
精
密
検
査
、
要
治
療
と
の

判
定
が
出
た
場
合
、
専
門
外
来
や
専
門
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
Ｏ
Ｓ
Ａ
以
外
の
要
因
へ
の
対
策
】

睡
眠
を
妨
害
し
、
日
中
の
眠
気
に
影
響
す
る
Ｏ
Ｓ

Ａ
以
外
の
要
因
へ
の
対
策
も
重
要
で
す
。
睡
眠
時
間

は
十
分
と
れ
て
い
る
か
な
ど
、
睡
眠
習
慣
を
含
め
た

生
活
習
慣
全
体
を
見
直
し
、
改
善
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
寝
る
前
の
１
時
間
以
内
は
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン

を
控
え
る
、
日
中
は
15
分
程
度
で
も
積
極
的
に
日
光

を
浴
び
る
、
軽
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動
習
慣

を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
リ
ス
ク
を
考
え
、
可

能
で
あ
れ
ば
禁
煙
し
、
少
な
く
と
も
、
寝
る
前
の
タ

バ
コ
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
昼
食
後
に
眠

気
が
強
く
な
る
の
は
生
理
的
な
現
象
で
す
。
15
時
ご

ろ
ま
で
の
間
に
、
１
回
15
～
30
分
程
度
の
短
い
昼
寝

を
と
る
こ
と
は
午
後
の
眠
気
の
改
善
に
効
果
的
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
眠
る
と
、
起
き
た
後
に
頭

が
ぼ
ー
っ
と
す
る
こ
と
や
、
睡
眠
の
リ
ズ
ム
に
悪
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど
が
あ
る
場
合
、

眠
気
を
心
配
し
て
薬
を
使
用
し
な
い
人
も
い
ま
す

が
、
眠
気
を
起
こ
し
に
く
い
飲
み
薬
や
点
鼻
薬
な
ど

も
あ
り
ま
す
の
で
、
鼻
炎
が
あ
る
人
は
耳
鼻
科
を
受

診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

（
２
︶
職
場
で
と
る
べ
き
Ｏ
Ｓ
Ａ
対
策

人
は
加
齢
の
影
響
に
よ
り
感
覚
機
能
や
運
動
機
能

が
低
下
す
る
た
め
、
高
齢
者
は
若
年
者
に
比
べ
労
働

災
害
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｏ
Ｓ

Ａ
に
よ
る
眠
気
や
集
中
力
の
低
下
が
加
わ
る
と
、
重

大
な
事
故
の
リ
ス
ク
が
よ
り
一
層
高
く
な
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
高
齢
労
働
者
の
働
く
職
場
で
は
、
こ
の

こ
と
に
留
意
し
た
対
策
が
重
要
で
す
。

も
し
、
会
社
で
働
く
高
齢
労
働
者
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
罹

患
し
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
未
治
療
で
あ
る
場
合
、
そ

の
労
働
者
は
眠
気
や
集
中
力
低
下
か
ら
作
業
効
率
が

低
下
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
健
康
障
害
や
、
仕
事
中
の
ミ
ス
・
事
故
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
、
会
社
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
よ
く
認
識
し
て

対
策
を
と
り
、
労
働
者
が
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
労
働
者
の
健
康
障
害
、
仕
事
中

の
ミ
ス
・
事
故
の
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
た
め
、
労
働

者
に
と
っ
て
も
、
会
社
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
利
益

と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
会
社
の
経
営

戦
略
を
、﹁
健
康
経
営
﹂
と
い
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
ま
ず
、
仕
事
中
の
居
眠
り
や
ミ
ス
が

目
立
つ
、
あ
る
い
は
大
き
な
事
故
を
起
こ
し
た
労
働

者
が
い
た
場
合
、
就
労
状
況
な
ど
を
確
認
し
た
う
え

で
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
可
能
性
も
考
え
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
︵
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
︶
検
診
や
医
療
機
関
の
受
診
を
す
す

め
ま
す
。こ
の
際
、産
業
医
に
相
談
し
、協
力
を
得
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
そ
し
て
、
労
働
者
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
と

診
断
さ
れ
通
院
治
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

定
期
受
診
日
は
就
業
時
間
を
調
整
す
る
な
ど
の
配
慮

を
行
え
ば
、
労
働
者
が
治
療
を
継
続
す
る
時
間
的
余

裕
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
症
状
の

程
度
や
仕
事
内
容
に
よ
っ
て
は
、
主
治
医
や
産
業
医

の
意
見
を
も
と
に
、
治
療
に
よ
り
夜
間
の
睡
眠
や
日

中
の
症
状
が
改
善
す
る
ま
で
は
、
そ
の
労
働
者
の
仕

事
内
容
に
つ
い
て
配
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

ケーススタディ

一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

第
８
回

腰
痛
を
予
防
し
よ
う

「
腰
痛
は
人
類
の
永
遠
の
課
題
だ
」
と
い
う
人
が

い
ま
す
。
人
間
が
直
立
歩
行
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、
腰
痛
の
根
本
的
な
原
因
だ
か
ら
で
す
。
図

表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
進
化
し

て
い
く
過
程
で
、
腰
へ
の
負
担
が
類
人
猿
の
と
き
よ

り
過
重
な
負
担
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
お
わ
か
り
に

な
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
「
腰
痛
」
は
症
状
名
で
す
が
、
分
類
す
る
と

図
表
２
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
労
働
と
の
関

係
か
ら
「
災
害
性
腰
痛
」
と
「
非
災
害
性
腰
痛
」
に

分
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
作
業
中
に
よ

く
あ
る
ぎ
っ
く
り
腰
は
災
害
性
腰
痛
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
つ
ま
り
通
常
と
異
な
る
動
作
（
屈く

っ

曲き
ょ
く

、
伸し

ん

展て
ん

、

旋
回
な
ど
）
や
瞬
時
の
異
常
な
力
の
作
用
で
、
作
業

中
に
発
症
し
た
腰
痛
と
い
う
わ
け
で
す
。

た
だ
、
腰
痛
に
は
急
激
な
力
の
作
用
で
発
症
す
る

以
外
に
も
、
腰
に
過
重
な
負
担
が
長
期
に
重
な
り
発

症
す
る
腰
痛
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
非
災
害
性
腰
痛
と

い
い
ま
す
。
高
齢
労
働
者
は
加
齢
に
よ
る
筋
力
の
衰

え
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
進
行
な
ど
、
腰
痛
症
に
な
る

多
く
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

※ 靭
じん
帯
たい
、椎間板などに原因を見いだせない非特異的腰痛など

労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
藤
田
雄
三

図表1　人類の進化と腰痛

図表2　腰痛の分類
１

ぎっくり腰

3

椎
つい

間
かん

板
ばん

ヘルニア

2

椎
つい

体
たい

骨折

4

腰痛症※



職場づくり職場づくり働ける職場づくり
に

職場づくり職場づくり働ける働ける
で安全 健康

と
も
に
、
不
自
然
な
姿
勢
を
取
る
時
間
と
頻
度
を

少
な
く
す
る
。

♴
腰
痛
の
原
因

図
表
３
の
よ
う
に
脊せ

き

柱ち
ゅ
う

は
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
若
干
湾
曲
し
て
い
ま
す
。
特
に

頸け
い

椎つ
い

と
腰よ

う

椎つ
い

部
分
は
前
方
に
向
け
て
湾
曲
し
て
お

り
、
湾
曲
が
な
く
な
っ
た
り
、
反
対
に
腰
椎
が
前
方

に
ず
り
落
ち
た
り
す
る
と
（
生
理
的
湾
曲
が
強
く
な

り
す
ぎ
る
と
）
腰
痛
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

腰
痛
の
内
訳
を
み
る
と
、
実
は
原
因
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
腰
痛
は
か
な
り
少
な
く
、
診
察
や
検
査
で

腰
痛
の
原
因
が
業
務
上
の
負
荷
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
は
全
体
の
10
～
15
％
程
度
で
、
そ
れ
以
外

♳
腰
痛
の
災
害
事
例

反た
ん

物も
の

を
リ
フ
ト
に
乗
せ
る
作
業
中
、
不
意
に
反
物
の

上
に
乗
っ
て
し
ま
い
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
急
に
腰

を
ひ
ね
っ
た
（
職
場
の
あ
ん
ぜ
ん
サ
イ
ト
労
働
災
害

事
例
ɴｏ
・
1
0
1
3
8
5
よ
り
）

次
の
事
例
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
荷
の
積
み
下
ろ
し

作
業
で
の
腰
痛
発
症
事
例
で
、
高
齢
労
働
者
も
多
く

従
事
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

【
災
害
発
生
状
況
】

被
災
者
は
、
出
荷
場
に
て
、
配
送
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

生
地
（
反
物
、一
つ
約
10
㎏
を
数
十
反
）
を
降
ろ
し
、

リ
フ
ト
に
乗
せ
る
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
作
業
中
、

不
意
に
反
物
の
上
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
不
安

定
な
状
態
か
ら
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
急
に
腰

を
捻
っ
た
。
病
院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
筋き

ん

膜ま
く

性せ
い

腰

痛
症
と
診
断
さ
れ
た
。

【
災
害
発
生
要
因
】

こ
の
災
害
の
原
因
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
配
送
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
積
み
下
ろ
し
た
製
品
が
、
リ

フ
ト
に
積
み
込
む
作
業
動
作
の
妨
げ
と
な
っ
た
。

②
リ
フ
ト
に
乗
せ
る
た
め
製
品
を
持
ち
上
げ
た
際
、

「
不
自
然
な
」
作
業
姿
勢
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
災
害
へ
の
対
策
】

類
似
災
害
の
防
止
の
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
対

策
の
徹
底
が
必
要
で
す
。

①
「
不
自
然
な
」
作
業
姿
勢
や
動
作
を
避
け
る
た
め
、

作
業
場
、
事
務
所
、
通
路
な
ど
の
作
業
空
間
を
十

分
に
確
保
し
、
取
扱
い
荷
物
は
作
業
台
な
ど
に
載

せ
る
な
ど
、
床
に
放
置
し
な
い
。

②
十
分
な
作
業
空
間
が
確
保
で
き
な
い
、
動
作
や
移

動
の
際
の
作
業
動
線
の
妨
げ
と
な
る
も
の
が
存
在

す
る
場
合
は
、
作
業
開
始
前
に
作
業
空
間
の
状
態

を
十
分
認
識
し
、
適
切
な
作
業
手
順
を
検
討
し
て

お
く
。

③
作
業
場
に
雑
然
と
物
品
が
置
か
れ
て
い
る
状
態
で

は
、
転
倒
、
つ
ま
ず
き
な
ど
の
危
険
が
増
す
た
め
、

日
ご
ろ
か
ら
作
業
場
の
整
理
、
整
頓
、
清
潔
を
励

行
す
る
。

④
上
半
身
が
前
傾
す
る
前
屈
姿
勢
、
上
半
身
と
下
半

身
の
向
き
が
異
な
る
ひ
ね
り
姿
勢
な
ど
「
不
自
然

な
」
作
業
姿
勢
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、

前
屈
の
角
度
や
ひ
ね
り
の
程
度
を
小
さ
く
す
る
と

図表3　腰椎の構造 脊柱
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る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
、
8
～
9
割
は
原
因
が
定
か
で

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
近
年
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る

の
は
、「
心
理
社
会
的
な
要
因
が
か
な
り
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」、
と
い
う
こ
と
で
す
。
職
場

内
の
上
司
や
同
僚
と
の
人
間
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し

て
い
て
心
が
休
ま
ら
な
い
、
仕
事
に
や
り
が
い
が
な

い
、
な
ど
の
心
理
的
な
要
因
は
、
腰
痛
発
症
に
大
き

く
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

3
腰
痛
の
発
生
件
数
の
推
移

腰
痛
は
業
種
を
超
え
て
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
発
症

す
る
も
の
で
す
が
、
特
に
発
症
件
数
が
多
い
製
造
業

や
建
設
業
な
ど
で
は
対
策
が
進
ん
だ
結
果
、
図
表
４

に
あ
る
よ
う
に
20
年
ほ
ど
前
に
比
べ
る
と
半
分
ほ
ど

に
減
少
し
て
い
る
一
方
、
最
近
で
は
保
健
衛
生
業
な

ど
第
3
次
産
業
で
の
発
症
が
著
し
く
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
病
院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
看
護
師
、
介

護
士
な
ど
、
人
を
対
象
に
し
た
職
種
で
対
策
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
行
政
で
は

そ
れ
ら
を
含
む
第
３
次
産
業
で
の
腰
痛
予
防
対
策
を

主
要
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ち
な
み

に
全
産
業
の
業
務
上
疾
病
は
7
3
6
1
件
、
そ
の

う
ち
「
災
害
性
腰
痛
」
は
約
60
％
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
（
厚
生
労
働
省
平
成
28
年
業
務
上
疾
病
発
生
状

況
等
調
査
）。
介
護
施
設
や
飲
食
店
な
ど
の
現
場
で

は
高
齢
労
働
者
が
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

4
腰
痛
予
防

さ
て
、
肝
心
の
腰
痛
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
腰
痛
予
防
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、

一
つ
は
働
く
環
境
の
改
善
、
も
う
一
つ
は
仕
事
の
仕

方
の
改
善
で
す
。

【
働
く
環
境
の
改
善
】

2
腰
痛
の
原
因
で
述
べ
た
環
境
要
因
を
、
一
つ
ひ

と
つ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
低
温
環
境

で
は
暖
房
や
防
寒
衣
な
ど
が
必
要
で
す
し
、
照
度
不

足
は
つ
ま
ず
き
な
ど
の
原
因
に
な
る
た
め
、
適
切
な

明
る
さ
の
照
明
が
必
要
で
す
。
作
業
床
は
段
差
を
な

く
し
、
凸
凹
を
修
正
し
、
弾
力
の
あ
る
床
材
に
替
え

ま
す
。
空
間
が
狭
い
と
腰
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
整
理
整
頓
は
基
本
的
な
こ
と
で
す
。
ま

の
85
～
90
％
は
医
学
的
に
原
因
が
特
定
で
き
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
職
業
性
の
腰
痛
は
い
ろ

い
ろ
な
原
因
が
複
合
し
て
発
症
し
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
、
そ
れ
ら
を
以
下
の
よ
う
に
わ
け
て
話
を
進
め

ま
す
。

【
動
作
要
因
】

こ
れ
は
よ
く
理
解
し
や
す
い
要
因
で
す
。
何
か
の

動
作
を
す
る
際
、
腰
部
へ
の
負
担
が
過
重
で
あ
る
と

発
症
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
統
計
的
に
は
経
験
10
年
以

上
の
労
働
者
に
も
腰
痛
発
症
割
合
が
高
い
の
は
高
齢

に
差
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
と
、〝
慣
れ
〟
で
不
自
然
な
作
業
姿
勢
を
と
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

【
環
境
要
因
】

気
温
が
低
い
と
、
血
液
循
環
が
悪
く
な
る
た
め
腰

痛
が
発
症
し
や
す
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
作
業
を
す

る
場
が
狭
く
照
度
不
足
だ
と
、
無
理
な
姿
勢
を
と
る

要
因
に
も
な
る
の
で
、
腰
痛
発
症
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
床
が
滑
り
や
す
か
っ
た
り
凸
凹
が
あ
っ
た

り
す
る
と
腰
部
に
負
担
を
強
い
る
た
め
、
危
険
因
子

に
な
り
ま
す
。

【
個
人
的
要
因
】

最
大
の
要
因
は
、
や
は
り
年
齢
で
す
。
加
齢
に
と

も
な
っ
た
体
力
、
筋
力
の
衰
え
か
ら
腰
痛
が
発
症
し

や
す
く
、
高
齢
労
働
者
は
リ
ス
ク
を
内
包
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
そ
れ
に
付
随
し
て
、
睡
眠
不

足
や
夜
間
勤
務
な
ど
も
関
係
し
て
き
ま
す
。

【
心
理
社
会
的
要
因
】

前
述
の
よ
う
に
腰
痛
で
原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い

〔年〕

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

※労働者死傷病報告による

平成6

〔件〕

平成8 平成10 平成12 平成14 平成16 平成18 平成20 平成22 平成24
0

保健衛生業 製造業
運輸交通業 建設業

図表4　業種別腰痛発生件数の推移
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た
設
備
の
配
置
も
、
腰
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
高
さ

や
位
置
に
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
運
転
業
務

で
は
長
時
間
の
運
転
を
避
け
る
よ
う
な
労
務
管
理
を

し
、
運
転
席
が
腰
、
背
中
を
安
定
し
て
支
え
ら
れ
る

よ
う
角
度
を
調
節
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
休
憩
設
備
な
ど
を
整
備
す
る
の
も
重
要
で

す
。
前
述
の
よ
う
に
腰
痛
の
原
因
に
は
心
理
社
会
的

な
要
因
が
か
な
り
の
程
度
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
休
憩
の
取
り
方
、
休
憩
室
の
整
備
な
ど
が
大
切

で
す
。
簡
単
な
運
動
用
具
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
な

ど
も
用
意
さ
れ
て
い
る
と
理
想
で
し
ょ
う
。

高
齢
労
働
者
は
視
力
、
聴
力
の
衰
え
な
ど
に
よ
り

環
境
適
応
能
力
の
低
下
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
重
要
で

す
。

【
仕
事
の
仕
方
の
改
善
】

自
動
化
・
省
力
化
を
図
っ
て
腰
の
負
担
を
軽
減
し
、

道
具
・
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
は
基
本
的
な
こ
と

で
す
。
ま
た
、
扱
う
重
量
の
制
限
を
設
定
し
、
荷
を

運
ぶ
際
の
姿
勢
を
と
と
の
え
、
余
分
な
負
担
を
な
く

す
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
的
な
面
か
ら
は
、作
業
姿
勢
や
動
作
に
留
意
し
、

腰
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
姿
勢
を
と
る
の
は

当
然
で
す
が
、
以
上
の
こ
と
を
常
に
実
施
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
作
業
の
実
施
体
制
や
作
業
標
準

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
管
理
者
サ
イ
ド

の
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
特
に
高
齢
者
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
で
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

人
力
で
の
持
上
げ
の
際
の
重
量
は
男
性
の
場
合
、

体
重
の
40
％
以
下
、
女
性
は
男
性
の
60
％
以
下
と
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
厚
生
労
働
省

職
場
に
お

け
る
腰
痛
予
防
対
策
指
針
）。
例
え
ば
体
重
60
㎏
の

男
性
の
場
合
は
24
㎏
以
下
、
女
性
は
そ
の
60
％

（
14
・
4
㎏
）
以
下
と
な
り
ま
す
。
た
だ
高
齢
労
働

者
の
場
合
は
こ
の
基
準
よ
り
さ
ら
に
低
く
設
定
す
る

か
、
そ
も
そ
も
強
い
筋
力
を
要
す
る
作
業
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

♷
健
康
管
理

腰
痛
は
検
査
な
ど
で
は
っ
き
り
と
し
た
異
常
を
数

値
で
示
す
こ
と
が
む
ず
か
し
い
疾
患
な
の
で
、
総
合

的
で
き
め
細
か
な
健
康
管
理
が
必
要
で
す
。
適
正
配

置
、
腰
痛
者
に
対
す
る
措
置
、
健
康
相
談
、
指
導
、

教
育
、
健
康
づ
く
り
を
実
行
す
る
際
に
は
、
そ
の
前

提
と
し
て
腰
痛
健
康
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
（
図
表
５
）。
腰
痛
健
康
診
断
を
実
施
し
た

の
ち
、
産
業
医
あ
る
い
は
担
当
の
医
師
の
指
示
に
し

た
が
っ
た
事
後
措
置
を
実
施
し
ま
す
。
治
療
的
な
対

応
は
そ
の
指
示
に
し
た
が
う
と
し
て
、
大
事
な
こ
と

は
日
々
の
生
活
を
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
整
え
る
こ

と
で
す
。
腰
痛
予
防
に
関
し
て
い
え
ば
、
①
十
分
な

睡
眠
、
入
浴
に
よ
る
保
温
、
自
宅
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
、
②
喫
煙
は
末
梢
血
管
を
収
縮
さ
せ
、
椎
間
板

の
代
謝
を
低
下
さ
せ
る
の
で
禁
煙
を
図
る
、
③
負
担

に
な
ら
な
い
程
度
の
全
身
運
動
で
腰
痛
の
リ
ス
ク
を

低
減
さ
せ
る
、
④
疲
労
回
復
や
老
化
防
止
に
な
る
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
、
⑤
休
日
に
は
疲
労

が
蓄
積
す
る
よ
う
な
こ
と
を
避
け
、
疲
労
回
復
や
気

分
転
換
を
図
る
、な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
で
す
。

腰
部
負
担
作
業
の
前
後
に
腰
痛
予
防
の
た
め
の
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
こ
と
は
、
腰
痛
予
防
に
効
果
的

で
す
の
で
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
よ

り
積
極
的
に
腰
部
を
支
え
る
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

腰
痛
は
非
常
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
疾
病
で
、
多
く
の

人
が
生
涯
に
少
な
く
と
も
一
回
は
経
験
す
る
と
い
え

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
予
防
対
策
を
立
て
る
こ
と

に
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
本
稿
が
高
齢
労
働

者
の
働
く
場
面
で
少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

図表5　腰痛健康診断

◦医師の判断により実施する項目

腰部に著しい負担のかかる作業に常時従事している重
量物取扱い作業者や看護師・介護士などに対して、配
置前とその後６カ月以内ごとに１回定期に実施する
（指導勧奨による健康診断）。

配置前健康診断 定期健康診断

（雇入れ時・配置替え時） （６カ月ごとに 1回）
⃝既往歴・業務歴の調査 ⃝既往歴・業務歴の調査
⃝自覚症状の有無の検査 ⃝自覚症状の有無の検査
⃝脊柱の検査 ◦脊柱の検査
⃝神経学的検査 ◦神経学的検査
⃝脊柱機能検査 ◦画像診断・運動機能テスト
◦画像診断・運動機能テスト など

など

⃝必ず行う項目
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

ケーススタディ

一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

Ｔ
Ｈ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
島
根　

労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

春
木
宥ゆ

う

子こ

第
９
回

労
働
省
委
託
事
業
）
に
よ
る
と
、
疾
病
を
理
由
と
し

て
１
カ
月
以
上
連
続
し
て
休
業
し
て
い
る
従
業
員
が

い
る
企
業
の
割
合
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
38
％
、
が

ん
21
％
、
脳
血
管
疾
患
12
％
で
、
こ
れ
ら
の
疾
病
の

有
病
率
は
年
齢
が
上
が
る
ほ
ど
上
昇
し
て
お
り
、
高

齢
化
の
進
む
労
働
の
現
場
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

リ
ス
ク
管
理
は
と
て
も
重
要
で
す
。
厚
生
労
働
省
の

「
平
成
22
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
よ
る
と
、
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
が
ん
で
通
院
し
て
い
る
人
の
数
は

32
・
５
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
「
不
治
の
病
」
と
さ
れ
て
い
た
疾
病
で

も
、
診
断
技
術
や
治
療
方
法
の
進
歩
に
よ
り
生
存
率

が
向
上
し
「
長
く
付
き
合
う
病
気
」
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
職
場
の
理
解
・
支
援
体

制
の
不
足
の
た
め
に
適
切
な
通
院
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
ご
自

身
が
疾
病
を
受
容
で
き
ず
不
十
分
な
理
解
で
治
療
が

る
労
働
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
有

所
見
に
つ
い
て
は
、
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
き
必
要

な
労
働
者
に
対
す
る
医
師
ま
た
は
保
健
師
に
よ
る
保

健
指
導
の
実
施
、
治
療
や
精
密
検
査
の
要
否
判
定
が

必
須
で
す
。
ま
た
就
業
上
の
措
置
の
判
定
に
際
し
て

は
、
異
常
所
見
者
の
業
務
内
容
に
関
す
る
医
師
へ
の

適
切
な
情
報
提
供
、
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
お
よ
び

事
後
措
置
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
必
ず
し
も

十
分
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
の
企
業
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（「
治

療
と
職
業
生
活
の
両
立
等
の
支
援
対
策
事
業
」
厚
生

♳
は
じ
め
に

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
の
定
期
健
康
診
断
有
所

見
率
は
53
・
８
%
で
、
半
数
以
上
の
人
が
何
ら
か
の

所
見
を
有
し
て
い
ま
す
。
前
年
よ
り
も
０
・
２
％
増

加
し
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
有
所
見
項
目

で
最
も
多
い
の
は
血
中
脂
質
検
査
32
・
２
％
、
次
い

で
血
圧
検
査
15
・
４
％
、
肝
機
能
検
査
15
・
０
％
、
血

糖
検
査
11
・
０
％
、
心
電
図
検
査
９
・
９
％
、
貧
血
７
・

８
％
と
続
き
ま
す
。
脳
・
心
臓
疾
患
に
つ
な
が
る
リ

ス
ク
の
あ
る
血
圧
・
血
中
脂
質
・
血
糖
な
ど
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
疾
病
の
リ
ス
ク
を
抱
え

両
立
支
援
〜
病
気
を
抱
え
な
が
ら
働
く
〜

整
備
不
良
か
ら
、
整
備
良
好
へ
！
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健
診
結
果
と
本
人
の
語
っ
て
く
れ
た
経
過
を
簡
略
な

紹
介
状
と
し
て
用
意
し
、
受
診
時
に
持
参
す
る
よ
う

手
渡
し
ま
し
た
。
紹
介
状
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
本

人
の
状
況
を
よ
り
詳
し
く
把
握
で
き
、
職
場
で
の
対

応
を
検
討
す
る
と
き
に
有
用
で
す
の
で
、
必
ず
作
成

し
て
い
ま
す
。

過
去
の
便
潜
血
検
査
は
陰
性
で
し
た
が
、
今
年
は

未
検
査
で
す
。
理
由
を
問
う
と
、
検
査
時
は
ち
ょ
う

ど
生
理
中
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン

ス
を
逃
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
期

を
ず
ら
し
て
提
出
し
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
早
い
対
応

が
で
き
た
の
で
は
？
と
残
念
に
思
う
と
と
も
に
、

今
後
は
生
理
を
避
け
て
の
提
出
を
周
知
す
る
こ
と
が

必
要
と
痛
感
し
ま
し
た
。

職
場
の
上
司
は
、
現
在
の
状
況
そ
し
て
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
相
談
に
来
室
し
ま
し
た
の
で
、
共
有
す

べ
き
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。
入
院
治
療
に
入
る
際

に
は
、
療
養
期
間
が
記
載
さ
れ
た
診
断
書
提
出
が
必

要
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
本
人
の
入
院
治
療
中
、
復
帰

ま
で
の
時
間
（
休
業
中
）
を
、
職
場
で
は
ど
の
よ
う

に
し
て
業
務
を
停
滞
し
な
い
よ
う
遂
行
す
る
の
か
、

対
応
を
検
討
し
実
施
し
ま
す
。
一
時
的
に
負
担
の
か

か
る
周
囲
の
同
僚
や
上
司
な
ど
に
は
、
必
要
な
情
報

に
限
定
し
て
可
能
な
か
ぎ
り
情
報
を
開
示
し
理
解
を

得
る
と
と
も
に
、
過
度
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
本
人
に
対
し
て
は
休
業
に
関
す

る
会
社
の
制
度
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
安
心
し

て
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

休
業
期
間
中
も
、
労
働
者
あ
る
い
は
家
族
と
連
絡

中
断
す
る
こ
と
で
、
状
況
を
放
置
し
て
悪
化
・
重
症

化
し
て
し
ま
い
、
働
け
な
い
状
況
に
至
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
後
、
疾
病
を
抱
え
た
労
働
者
の
治
療
と

職
業
生
活
の
両
立
へ
の
対
応
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
健
康
経
営
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
観
点
か
ら
も
、

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
２
０
１
６
年
２
月
に
﹃
事
業
場
に

お
け
る
治
療
と
職
業
生
活
の
両
立
支
援
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
﹄
を
公
表
し
、
支
援
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
や
準
備
事
項
、
支
援
の
進
め
方
を
示
し
て
い
ま

す
（h

ttp
://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/stf/

seisakunitsuite/bunya/0000115267.htm
l

）。

♴
発
症
か
ら
職
場
復
帰
支
援
の
流
れ

（
１
）
が
ん

生
涯
の
う
ち
に
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん

に
罹
患
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
が
ん

と
診
断
さ
れ
る
人
は
年
間
約
85
万
人
で
、
う
ち
約
３

割
が
就
労
世
代
（
20
～
64
歳
）
で
す
（
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
「
が
ん
登
録
・
統
計
」
に
よ
る
２
０
１
１

年
推
計
値
）。

【
両
立
支
援
事
例
】

49
歳
女
性
、
直
腸
が
ん
、
喫
煙
10
本
／
日
（
12
年

間
）、
甲
状
腺
疾
患
（
45
歳
）
服
薬
通
院
中
。

定
期
健
康
診
断
で
白
血
球
増
多
、
H
D
L
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
低
値
、
腹
部
エ
コ
ー
検
査
所
見
は
肝
嚢

胞
・
左
腎
嚢
胞
、
自
覚
症
状
（
体
が
だ
る
い
／
食
欲

が
な
い
／
睡
眠
で
十
分
疲
れ
が
取
れ
な
い
）
あ
り
、

就
業
区
分
・
就
業
上
の
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

治
療
継
続
と
と
も
に
判
定
保
留
と
し
、
要
面
接
指
導

と
し
ま
し
た
。

初
回
面
接
日
は
、
受
診
の
た
め
面
接
で
き
ず
、
次

回
の
面
談
日
に
来
室
。
入
る
な
り
「
先
生
、
私
、
涙
・

涙
・
涙
で
す
！
」、「
ど
う
し
た
の
で
す
？
」、「
体
調

不
良
で
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
病
院
を
紹
介
さ
れ
受

診
し
ま
し
た
。
血
液
検
査
な
ど
も
問
題
な
く
、
そ
れ

で
も
と
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け
た
ら
、
直
腸
が
ん
が
見
つ

か
り
、
人
工
肛
門
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
受
け

入
れ
ら
れ
な
く
て
、
ほ
か
の
総
合
病
院
や
大
学
病
院

も
受
診
し
ま
し
た
。
今
週
は
築
地
の
が
ん
セ
ン
タ
ー

に
行
く
予
定
で
、そ
れ
で
決
断
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

で
も
人
工
肛
門
で
は
な
く
、
抗
が
ん
剤
治
療
を
受
け

よ
う
と
思
い
ま
す
」と
、一
気
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
た
ば
こ
は
も
ち
ろ
ん
や
め
て
ま
す
よ
ね
？
」、「
ハ
イ
、

す
ぐ
に
や
め
ま
し
た
」と
。
職
場
の
産
業
医
と
し
て
、

治療と仕事の両立支援イメージキャラクター「ちりょうさ」
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【�

が
ん
に
関
す
る
両
立
支
援
に
あ
た
っ
て
の

留
意
事
項
】

治
療
や
経
過
観
察
が
長
期
化
し
た
り
、
予
期
せ
ぬ

副
作
用
の
出
現
、
再
発
な
ど
も
あ
り
、
経
過
に
よ
っ

て
は
就
業
上
の
措
置
や
治
療
へ
の
配
慮
の
内
容
を
変

更
す
る
必
要
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
適
切
な

措
置
や
配
慮
を
す
る
た
め
に
も
、
労
働
者
は
必
要
な

情
報
を
事
業
者
に
対
し
て
提
供
し
、
事
業
者
も
情
報

を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

術
後
の
経
過
や
合
併
症
な
ど
に
は
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
抗
が
ん
剤
治
療
で
は
副
作
用
に
よ
り
周
期
的

に
体
調
変
化
を
き
た
す
場
合
が
あ
り
、特
に
倦
怠
感
、

発
熱
、
免
疫
力
低
下
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
放
射
線

治
療
は
、
基
本
的
に
毎
日
（
月
～
金
、
数
週
間
）
照

射
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
治
療
中
は
通
院
に
よ
る

疲
労
に
加
え
て
治
療
に
よ
る
倦
怠
感
な
ど
が
出
現
す

る
こ
と
が
あ
り
、
症
状
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

が
ん
の
診
断
が
主
要
因
と
な
っ
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
不
調
に
陥
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
治
療
継
続
や

就
業
に
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
精

神
科
受
診
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
こ
と
で
精
神
的
な
動
揺
や
不
安
か
ら
、
早
ま
っ

て
退
職
を
選
択
す
る
場
合
も
あ
り
、
早
め
の
相
談
対

応
が
必
要
で
す
。

【
が
ん
予
防
と
有
効
な
検
診
を
定
期
的
に
き
ち
ん
と

受
け
る
こ
と
が
必
要
】

が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
の
最
も
大
き
い
も
の
は
喫
煙

（
た
ば
こ
）
と
成
人
期
の
食
事
・
肥
満
で
あ
り
、
生

活
習
慣
や
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
も
関
係
し
て
い
ま
す
。
た

ば
こ
は
吸
わ
な
い
・
受
動
喫
煙
を
避
け
る
生
活
が
必

須
で
、
適
正
飲
酒
、
野
菜
の
多
い
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
生
活
で
運
動
習
慣
を
持
ち
、
適
正
な
体
重
を
維

持
す
る
こ
と
。
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染
予
防
と
治

療
な
ど
が
肝
要
で
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
、

体
の
異
常
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
脳
・
心
臓
疾
患
〜
生
活
習
慣
の
是
正
・
動
脈

硬
化
対
策
が
必
要
で
す
〜

①
脳
卒
中
…
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗
塞
」、
脳

内
の
血
管
が
破
れ
て
出
血
す
る
「
脳
出
血
」、
脳
の

表
面
に
で
き
た
コ
ブ
（
脳
動
脈
瘤
）
が
破
れ
る
「
く

も
膜
下
出
血
」
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
脳
卒
中
を
含

む
脳
血
管
疾
患
の
治
療
や
経
過
観
察
な
ど
で
通
院
し

て
い
る
患
者
数
は
１
１
８
万
人
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、う
ち
約
14
％
（
17
万
人
）
が
就
労
世
代
で
す
（
厚

生
労
働
省
「
平
成
26
年
患
者
調
査
」）。

医
療
の
進
展
に
と
も
な
い
、
脳
卒
中
を
含
む
脳
血

管
疾
患
の
死
亡
率
は
低
下
し
て
お
り
、
手
足
の
麻
痺

や
言
語
障
害
な
ど
の
大
き
な
障
害
が
残
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
就
労
世
代
で
は
約
７
割
が

ほ
ぼ
介
助
を
必
要
と
し
な
い
状
態
に
ま
で
回
復
し
て

お
り
、
発
症
直
後
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

含
む
適
切
な
治
療
に
よ
り
、
職
場
復
帰
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
終
的
な
復
職
率
は

50
～
60
％
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
の
な
か
に
は
目
に
見
え
る
運
動
機
能
や
言
語

機
能
の
低
下
だ
け
で
な
く
、
記
憶
力
や
注
意
力
の
低

下
な
ど
、
一
見
し
て
分
か
り
づ
ら
い
障
害
（
高
次
脳

機
能
障
害
）
も
あ
り
、
結
果
的
に
残
存
し
た
機
能
低

を
取
り
療
養
状
況
を
把
握
し
、
活
用
可
能
な
支
援
制

度
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。
安
心
し
て
治
療

に
専
念
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
職
場
復

帰
に
向
け
た
準
備
も
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

入
院
治
療
、
自
宅
療
養
を
経
て
か
ら
職
場
へ
復
帰

し
ま
し
た
。
人
工
肛
門
を
造
設
さ
れ
た
場
合
は
、
便

の
た
ま
っ
た
パ
ッ
ク
を
交
換
す
る
場
所
が
必
要
で
、

大
抵
は
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
職
場
復
帰
が
間

近
と
な
る
と
、
主
治
医
よ
り
復
職
可
能
の
診
断
書
が

出
ま
す
の
で
、
こ
の
と
き
に
は
今
後
の
治
療
計
画
・

通
院
予
定
・
職
場
で
の
必
要
な
配
慮
な
ど
に
つ
い
て

も
意
見
を
求
め
、
こ
れ
を
基
に
職
場
で
も
定
期
的
通

院
、
治
療
継
続
・
経
過
観
察
に
際
し
て
、
可
能
と
す

る
よ
う
就
業
上
の
必
要
な
配
慮
を
行
い
ま
す
。

復
帰
は
、
原
則
元
の
職
場
で
す
。
術
後
は
体
力
低

下
も
あ
り
、
ま
ず
は
通
勤
と
半
日
勤
務
で
身
体
を
慣

ら
し
、
体
調
を
見
な
が
ら
徐
々
に
時
間
を
長
く
し
、

お
お
よ
そ
１
週
間
程
度
で
通
常
勤
務
に
戻
し
ま
す
。

免
疫
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
時
間
外
勤
務
な
ど

負
荷
の
か
か
る
勤
務
は
当
分
な
く
し
、
定
期
的
に
面

談
し
て
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
勤
務
時
間
・
仕
事
内

容
な
ど
を
話
し
あ
い
、
職
場
と
相
談
し
て
決
め
て
い

き
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
経
過
途
中
で
職
場
で
の

状
況
を
、
本
人
を
介
し
て
（
同
意
の
も
と
）
受
診
時

に
主
治
医
に
情
報
提
供
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

事
業
者
は
、
職
場
復
帰
支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

実
施
後
は
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
必
要
な
場
合
は
見

直
し
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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下
を
「
障
害
」
と
い
い
ま
す
。

症
状
が
安
定
し
た
後
で
も
、
再
発
予
防
の
た
め
に

継
続
し
た
服
薬
や
通
院
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
、
症

状
や
障
害
の
状
況
に
適
し
た
就
業
上
の
措
置
を
行

い
、
適
切
な
対
応
・
配
慮
の
た
め
に
は
、
主
治
医
と

の
連
携
が
必
要
で
す
。

【
両
立
支
援
事
例
】

55
歳
男
性
、
微
小
脳
梗
塞
。
健
康
診
断
後
の
事
後

措
置
の
際
に
問
診
表
の
記
載
に
「
脳
疾
患
治
療
中
」

と
の
書
込
み
あ
り
。
本
人
と
面
談
す
る
と
、
ド
ッ
ク

の
際
に
オ
プ
シ
ョ
ン
で
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
受
け
た
ら
、
微

小
脳
梗
塞
と
診
断
さ
れ
要
治
療
と
な
り
、
内
服
治
療

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
自
覚
症
状
は
な
し
。
血
圧

は
内
服
治
療
中
で
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
良
好
、
肥
満
も

な
く
先
手
の
リ
ス
ク
管
理
と
な
っ
た
事
例
で
す
。

②
心
臓
疾
患
…
定
期
健
診
項
目
で
は
、
心
電
図
異
常

が
あ
り
ま
す
。
心
臓
疾
患
は
血
管
の
異
常（
狭
心
症
・

心
筋
梗
塞
）、
刺
激
伝
導
系
の
異
常
（
不
整
脈
、
心

房
細
動
、
脚
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
）、
心
筋
や
弁
膜
の
異

常
（
心
肥
大
、
心
筋
症
、
心
臓
の
弁
の
機
能
異
常
な

ど
）
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
日
常
的
に
遭
遇
す
る
の

は
、
脚
ブ
ロ
ッ
ク
や
不
整
脈
、
動
脈
硬
化
に
起
因
す

る
と
推
測
さ
れ
る
心
電
図
異
常
Ｓ
Ｔ
︲
Ｔ
変
化
、
狭

心
症
（
進
行
す
る
と
心
筋
梗
塞
）
が
多
い
で
す
。

【
両
立
支
援
事
例
】

43
歳
男
性
、
狭
心
症
で
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
（
ス
テ

ン
ト
挿
入
）、
毎
朝
歩
い
て
い
た
が
捻
挫
し
た
た
め

断
念
。
喫
煙
20
本
／
日
。

41
歳
の
と
き
、
休

日
の
昼
に
た
ば
こ
を

多
く
吸
っ
た
と
こ
ろ
、

胸
痛
出
現
。
夕
方
に

飲
み
会
が
あ
り
、
こ

の
と
き
も
喫
煙
本
数

が
多
く
な
っ
て
胸
痛

が
出
現
し
た
た
め
、早

め
に
帰
宅
し
、
翌
朝

病
院
を
受
診
し
た
。こ

の
と
き
は
軽
い
胸
痛

だ
っ
た
。
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
の
結
果
、
ス

テ
ン
ト
１
本
挿
入
と

な
っ
た
。
そ
の
後
３

回
ほ
ど
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
も
不
成
功
が
続
い

た
が
、
加
熱
式
た
ば
こ
が
壊
れ
た
の
を
機
に
１
カ
月

前
か
ら
禁
煙
し
て
い
る
と
語
っ
て
く
れ
た
。
３
カ
月

ご
と
に
受
診
し
、
６
カ
月
ご
と
に
血
液
や
尿
検
査
を

受
け
て
い
る
。
血
圧
と
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
薬

を
飲
ん
で
い
る
。
脂
質
（
中
性
脂
肪
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
は
基
準
値

内
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
内
臓
脂
肪
蓄
積
あ
り
（
腹
囲

93
・
0
㎝
）、
血
圧
高
値
1
4
4
︲
98
㎜
Hg
、
面
談

時
血
圧
は
1
4
6
︲
1
0
6
㎜
Hg
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

不
良
。
前
回
健
診
時
よ
り
2
・
0
㎏
減
量
し
て
お
り
、

問
う
と
昼
食
の
ご
飯
を
や
め
て
お
か
ず
の
み
に
し

て
、
野
菜
を
多
く
し
た
と
の
こ
と
。
肝
機
能
や
尿
酸

の
高
値
も
あ
り
、
さ
ら
に
内
臓
脂
肪
の
減
量
が
必
要

な
こ
と
を
伝
え
、
本
人
の
希
望
も
あ
り
勤
務
制
限
は

し
な
い
で
通
常
勤
務
を
指
示
し
ま
し
た
。

（
３
）
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
が
別
々
に
進
行
す
る
の

で
は
な
く
、
内
臓
周
り
に
脂
肪
が
沈
着
し
た
内
臓
脂

肪
型
肥
満
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
、
高
血

糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
の
う
ち
い
ず
れ
か
2
つ

以
上
を
あ
わ
せ
持
っ
た
状
態
を
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
い
、
動
脈
硬
化
が
加
速
し
、
脳
卒

中
や
心
臓
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
な

り
ま
す
。
内
臓
脂
肪
を
解
消
し
、
た
ば
こ
の
煙
を
避

け
る
生
活
が
肝
要
で
、
事
業
場
の
支
援
・
取
組
み
が

重
要
で
す
。

45歳未満
（n＝371）

45歳以上55歳未満
（n＝996）

55歳以上65歳未満
（n＝2438）

65歳以上75歳未満
（n＝3555）

75歳以上85歳未満
（n＝5759）

85歳以上
（n＝3200）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

完全自立 自立 部分介助

図表２　脳卒中発症後の回復状況

出典：秋田県脳卒中発症登録データ
※ �2008年から2012年の間に発症した初回脳卒中の方の退院時の
自立度を示す

※�完全自立：症状がないか、症状はあっても日常生活や社会生活に
問題がない状態、自立：麻痺などがあっても自立している状態

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

（人）

80,000

90,000

20～2９歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳

男性
女性

図表１　性別・年齢階級別 脳血管疾患患者数（推計）

出典：厚生労働省「平成 26年患者調査」
※患者数とは、継続的に医療を受けていると推計される人数をさす
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職
場
づ
く
り

に
働
け
る

で

安
全

健
康

ケーススタディ

一
般
社
団
法
人
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

編

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
増
山
茂
雄

せ
る
。

（
２
）
半
日
休
暇
、
早
退
な
ど
の
自
由
度
の
高
い
休

暇
制
度
を
実
施
す
る
。

（
３
）
夜
勤
日
数
を
減
ら
し
、
極
力
一
人
夜
勤
を
避

け
る
。

（
４
）
交
代
勤
務
で
は
夜
勤
後
は
十
分
な
休
日
が
と

れ
る
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、「
筋
力
の
低
下
、
不
良
姿
勢
へ
の
配
慮
」

の
項
目
で
は
、
荷
重
の
か
か
る
作
業
に
関
す
る
配
慮

と
し
て
、
以
下
の
通
り
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
強
い
筋
力
を
要
す
る
作
業
を
少
な
く
す
る
。

（
２
）
重
量
物
の
持
上
げ
等
に
つ
い
て
高
年
齢
労
働

者
や
性
差
に
配
慮
し
た
基
準
を
策
定
し
、
そ

の
基
準
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
取
扱
い
重
量
物
に
は
重
量
表
示
を
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
年
齢
労
働
者
の
過
労
防
止
に

つ
い
て
の
配
慮
を
す
る
よ
う
な
注
意
喚
起
が
示
さ
れ

て
適
正
な
配
置
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
法
条
文
が
示
す

通
り
努
力
義
務
規
定
で
あ
り
、
具
体
的
な
措
置
な
ど

が
労
働
安
全
衛
生
規
則
な
ど
の
省
令
で
示
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
厚
生
労
働
省
か
ら
「
高
年
齢
労
働
者
に

配
慮
し
た
職
場
改
善
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
示
さ
れ
、
そ

の
な
か
で
は
、「
作
業
時
間
短
縮
と
作
業
時
間
帯
へ

の
配
慮
」
と
し
て
、
以
下
の
通
り
配
慮
す
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
勤
務
形
態
、
勤
務
時
間
に
選
択
の
幅
を
持
た

1
高
年
齢
労
働
者
の
過
労
防
止
へ
の
配
慮

日
本
で
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
に
と
も
な
う
労

働
力
人
口
の
減
少
や
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
４

月
よ
り
施
行
さ
れ
た
「
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
」

と
あ
い
ま
っ
て
、
職
場
の
高
年
齢
化
は
ま
す
ま
す
進
ん

で
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
高
齢
者
に
対
す
る
法
的
な
保
護
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
労
働
安
全
衛
生
法
第
62
条
で
は
、「
事

業
者
は
、
中
高
年
齢
者
そ
の
他
労
働
災
害
の
防
止
上

そ
の
就
業
に
当
た
つ
て
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
者

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
心
身
の
条
件
に
応
じ

第
10
回

過
重
労
働

〜
高
年
齢
労
働
者
に
配
慮
し
た
職
場
づ
く
り
を
〜



職場づくり職場づくり働ける職場づくり
に

職場づくり職場づくり働ける働ける
で安全 健康

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
労
働
時
間
、
夜
勤
の
規
制

や
、
重
量
を
定
め
た
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
年
少
者
は
法
的
保
護
を
受
け
る
が
…
…

一
方
、
満
18
歳
未
満
を
対
象
と
し
た
年
少
者
に
つ

い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。労
働
基
準
法
第
60
条（
労

働
時
間
及
び
休
日
）
で
は
、「
第
32
条
の
２
か
ら
第

32
条
の
５
ま
で
、
第
36
条
及
び
第
40
条
の
規
定
は
、

満
18
歳
に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
適
用

し
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
過
半
数
労

働
者
で
組
織
す
る
労
働
組
合
、
ま
た
は
労
働
者
の
過

半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
協
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も

変
形
労
働
時
間
の
適
用
や
法
定
労
働
時
間
で
あ
る
週

40
時
間
、
１
日
８
時
間
を
超
え
て
の
超
過
勤
務
、
休

日
勤
務
は
原
則
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

基
準
法
第
61
条
で
は
満
18
歳
未
満
の
年
少
者
に
対
し

て
は
午
後
10
時
か
ら
午
前
５
時
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
深

夜
業
も
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
た
だ
し
、
交
代

制
に
よ
る
場
合
は
満
16
歳
以
上
の
男
性
に
つ
い
て
は

深
夜
業
が
可
能
）。

さ
ら
に
労
働
基
準
法
第
62
条
に
お
い
て
は
、
ク
レ

ー
ン
運
転
や
毒
劇
物
の
取
扱
い
を
禁
止
す
る
な
ど
の

危
険
有
害
な
業
務
に
つ
い
て
の
就
業
制
限
が
具
体
的

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
あ
る
重
量
物
取

扱
い
制
限
に
つ
い
て
は
「
年
少
者
労
働
基
準
規
則
」

に
図
表
１
の
通
り
、
具
体
的
な
重
量
で
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
の
観
点
か
ら
年
少
者
に
対
す

る
法
的
保
護
は
主
に
労
働
基
準
関
係
法
令
に
よ
り
確

立
さ
れ
、
そ
の
大
半
は
罰
則
つ
き
の
義
務
規
定
と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、

高
年
齢
労
働
者
に
対

し
て
は
、
先
に
も
記

し
た
よ
う
に
罰
則
規

定
の
つ
い
た
法
的
義

務
は
な
く
努
力
義

務
、
お
よ
び
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

体
力
的
に
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
高
年

齢
労
働
者
の
身
体
機

能
に
つ
い
て
は
、
本

シ
リ
ー
ズ
「
第
２
回
高
所
作
業
に
お
け
る
高
齢
労
働

者
の
リ
ス
ク
（
２
０
１
７
年
６
月
号
）」
で
解
説
し

た
通
り
、
中
高
年
齢
者
は
若
年
者
に
対
し
す
べ
て
の

身
体
機
能
が
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
実
施
し
て
い
る
、「
平
成

28
年
度
体
力
・
運
動
調
査
結
果
の
概
要
及
び
報
告
書
」

に
よ
る
と
、「
体
力
・
運
動
能
力
の
加
齢
に
伴
う
変

化
の
傾
向
」
の
代
表
例
と
し
て
の
「
握
力
」、「
上
体

起
こ
し
」
の
結
果
は
図
表
２
–
１
・
２
–
２
に
示
す

通
り
で
す
。
そ
の
概
要
と
し
て
「
テ
ス
ト
項
目
に
よ

り
差
異
は
あ
る
が
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
男

女
と
も
に
６
歳
か
ら
加
齢
に
伴
い
体
力
水
準
は
向
上

し
、
男
子
で
は
青
少
年
期
（
６
歳
〜
19
歳
）
の
17
歳

頃
ピ
ー
ク
に
達
す
る
の
に
対
し
て
、
女
子
で
は
青
少

年
期
（
６
歳
〜
19
歳
）
の
14
歳
頃
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。

図表1　 年少者労働基準規則 第 7条（重量物を
取り扱う業務）表

年齢及び性
重量 (単位 kg)

断続作業の場合 継続作業の場合

満16歳未満
女 12 8

男 15 10

満16歳以上
満18歳未満

女 25 15

男 30 20

図表2-2　 加齢に伴う上体起こしの変化
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図表2-1　 加齢に伴う握力の変化
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出典：平成 28年度体力・運動調査結果の概要及び報告書（スポーツ庁）
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が
行
わ
れ
ず
、
い
き
な
り
作
業
を
し
た
こ
と
。

【
再
発
防
止
対
策
】

①
高
齢
者
に
は
身
体
負
荷
の
か
か
ら
な
い
作
業
配
置

を
考
慮
す
る
こ
と
。

②
高
齢
者
は
重
筋
作
業
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
特
に

疲
労
が
蓄
積
す
る
終
業
間
際
の
重
筋
作
業
は
避
け

る
こ
と
。

③
非
定
常
作
業
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
作
業
配
置
な

ど
の
打
合
せ
を
行
い
、
Ｋ
Ｙ
※1

な
ど
を
し
て
全
員

で
作
業
配
置
、
手
順
、
危
険
性
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
共
有
し
て
か
ら
作
業
に
か
か
る
こ
と
。

4
建
設
業
に
お
け
る
送
迎
車
両
の
運
転
は
高
齢
者
は

極
力
避
け
ま
し
ょ
う

次
に
高
齢
化
率
が
高
く
、
死
亡
災
害
が
多
い
建
設

業
の
問
題
つ
い
て
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

建
設
業
は
、次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

（
１
）
他
産
業
に
比
べ
て
高
齢
者
の
割
合
が
高
く
、

若
年
労
働
者
の
割
合
が
低
い
。

（
２
）
自
動
化
、
省
力
化
が
遅
れ
て
お
り
、
重
筋
作

業
が
多
い
。

（
３
）
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
準
備
や
、
関
連
施
設
の

工
事
な
ど
で
産
業
活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
、

特
に
首
都
圏
の
労
働
者
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。

（
４
）
事
業
場
は
必
ず
し
も
公
共
交
通
機
関
の
利
用

可
能
な
場
所
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
や
車
両
に
よ
る
移
動
が
多
い
。

ま
ず
、
建
設
業
の
高
齢
化
率
の
高
さ
は
図
表
３
の

通
り
で
、
他
産
業
と
の
差
は
年
々
大
き
く
な
る
傾
向

③
被
災
者
は
、
機
械
の
下
敷
き
に
な
る
の
を
避
け
よ

う
と
し
て
転
倒
。腰
椎
圧
迫
骨
折
の
負
傷
を
し
た
。

【
災
害
発
生
原
因
】

①
被
災
者
は
、
連
日
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
、
被
災
当

日
も
朝
か
ら
製
品
の
入
っ
た
番ば

ん

重じ
ゅ
う

（
重
さ
20
㎏
程

度
）
を
台
車
に
積
み
運
搬
、
包
装
ラ
イ
ン
で
降
ろ

す
作
業
を
し
て
お
り
、
終
業
時
間
近
く
で
疲
労
を

感
じ
て
い
た
と
き
に
、
重
筋
作
業
を
指
示
さ
れ
た

こ
と
。

②
本
来
４
人
で
行
う
べ
き
作
業
を
３
人
で
行
い
、
し

か
も
被
災
者
側
に
荷
重
が
か
か
る
バ
ラ
ン
ス
の
悪

い
配
置
を
し
た
こ
と
。

③
非
定
常
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
前
の
打
合
せ

※ 1　KY…危険予知活動

男
女
と
も
20
歳
以
降
は
加
齢
に
伴
い
体
力
水
準
が
穏

や
か
に
低
下
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
法
律
で
労
働
時
間
や
重
筋
作
業
を
は
じ

め
と
す
る
危
険
有
害
な
作
業
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て

い
る
年
少
者
は
体
力
的
に
ピ
ー
ク
で
あ
る
の
に
対

し
、
身
体
機
能
、
体
力
・
運
動
能
力
で
相
当
劣
る
高

齢
者
に
対
し
て
は
、
配
慮
の
努
力
義
務
こ
そ
あ
れ
、

法
的
保
護
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
齢
に
と
も
な
う
身
体
機
能
、
体
力
・
運
動
能
力

の
低
下
か
ら
推
測
す
る
に
、同
じ
労
働
負
荷
に
対
し
、

年
少
者
、
若
年
労
働
者
に
比
べ
て
、
高
齢
者
の
方
が

は
る
か
に
疲
労
度
が
大
き
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
労
働
災
害
防

止
の
観
点
か
ら
も
、
ま
た
身
体
へ
の
負
担
軽
減
か
ら

も
年
少
者
並
み
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
相
当
の
就

業
制
限
を
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え

ま
す
。

3
過
重
労
働
に
よ
る
災
害
発
生
事
例

食
料
品
製
造
工
場
包
装
室
で
、
金
属
探
知
機
（
重

量
約
60
㎏
）
の
高
さ
を
調
整
し
よ
う
と
３
人
で
金
属

探
知
機
を
持
ち
上
げ
た
際
、
被
災
者
（
67
歳
）
が
転

倒
、
負
傷
し
た
。

【
災
害
発
生
状
況
】

① 

16
時
30
分
ご
ろ
、
ラ
イ
ン
稼
働
の
準
備
作
業
と
し

て
、金
属
探
知
機
の
高
さ
の
調
整
を
指
示
さ
れ
た
。

②
被
災
者
を
含
む
男
性
３
人
で
金
属
探
知
機
を
持
ち

上
げ
た
際
、
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
金
属
探
知

機
が
被
災
者
側
に
倒
れ
て
き
た
。



職場づくり職場づくり働ける職場づくり
に

職場づくり職場づくり働ける働ける
で安全 健康

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
連

工
事
で
は
、
残
念
な
が
ら
過
重
な
長
時
間
労
働
な
ど

を
要
因
と
す
る
自
殺
者
が
出
て
し
ま
い
、
労
災
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
工
期
や
多
く
の
変
更
対
応
に

追
わ
れ
、
過
酷
な
労
働
環
境
が
続
い
た
結
果
の
よ
う

で
す
。
今
回
の
犠
牲
者
は
若
手
技
術
者
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
若
年
労
働
者
の
建
設
業
へ
の

入
職
者
減
や
離
職
者
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
過
酷
な
状
況
が
高
齢
者
に

お
よ
ん
だ
場
合
、
精
神
的
な
負
担
は
も
と
よ
り
、
肉

体
的
な
負
担
は
相
当
厳
し
い
も
の
と
な
る
の
は
想
像

に
難か

た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

建
設
業
に
お
け
る
死
亡
災
害
事
故
の
型
の
ト
ッ
プ

は
「
墜
落
・
転
落
」
で
す
が
、
次
に
続
く
の
は
「
交

通
事
故
（
道
路
）」
で
す
。
こ
れ
は
先
に
も
記
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
建
設
労
働
者
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な

ど
で
建
設
事
業
場
に
通
っ
て
お
り
、
そ
の
往
復
時
、

特
に
作
業
終
了
後
の
帰
路
で
交
通
災
害
に
遭
遇
す
る

例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
建
設
業
に
お
い
て
は
、
製

造
業
な
ど
に
見
ら
れ
る
最
寄
り
駅
か
ら
工
場
間
の
送

迎
バ
ス
の
よ
う
な
専
属
の
運
転
手
で
は
な
く
、
そ
の

多
く
は
建
設
作
業
兼
務
の
運
転
手
で
す
。
し
た
が
っ

て
１
日
の
仕
事
を
終
え
、
疲
れ
た
体
で
車
を
運
転
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
事
故
を
起
こ
す
リ
ス
ク

は
高
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
ひ
と
た
び
事
故
に
遭
遇
す

る
と
相
乗
り
の
関
係
上
、
１
度
に
複
数
人
が
死
傷
す

る
重
大
災
害
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

年
齢
の
公
表
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
千
葉
労
働
局
発

行
の
「
平
成
27
年
度
グ
ラ
フ
で
見
る
千
葉
県
の
労

働
災
害
の
現
状
」
に
は
、「
現
場
作
業
を
終
え
事
務

所
へ
戻
る
途
中
、
高
速
道
路
で
ス
リ
ッ
プ
し
、
加
速

車
線
側
壁
に
接
触
後
、
前
方
に
停
車
し
て
い
た
中
型

車
後
部
に
衝
突
し
た
」
と
い
う
事
故
例
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
故
は
３
名
が
死
亡
す
る
と
い
う
重

大
災
害
で
し
た
。

建
設
事
業
場
に
お
け
る
送
迎
車
両
の
運
転
を
す
る

作
業
者
に
対
し
て
は
、
早
め
に
建
設
作
業
を
切
り
上

げ
さ
せ
、
十
分
な
休
養
を
与
え
て
か
ら
運
転
さ
せ
る

な
ど
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
事
業
場
の
場
所

に
よ
り
移
動
が
長
距
離
に
な
る
場
合
や
長
期
に
わ
た

る
場
合
は
、
送
迎
を
や
め
、
宿
泊
設
備
を
整
え
る
な

ど
の
配
慮
も
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

ま
す
ま
す
進
む
と
思
わ
れ
る
少
子
高
齢
化
に
と
も

な
う
労
働
力
不
足
と
あ
い
ま
っ
て
、
高
齢
者
の
活
用

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
に
よ

る
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
事
業
場
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
の
働
き
や
す
い
作
業
環
境
、
労
働
条
件

な
ど
を
整
備
し
、
さ
ら
に
個
々
人
の
心
身
の
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
配
慮
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の
「
高
年
齢
労
働
者
に
配
慮
し
た
職
場
改

善
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
考
に
職
場
改
善
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

図表3　 建設業における若年層・高年齢層の割合の推移
35

30

25

20

15

10
（年）

（%）

H2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

建設業：55歳以上

建設業：29歳以下

全産業（55歳以上）

全産業（29歳以下）

29.3

16.4

33.9

11.4

22.8

20.2

16.8

10.2

22.0

24.1

20.9

出典：総務省「労働力調査」 

に
あ
り
ま
す
。
労
働
条
件
や
労
働
環
境
を
改
善
し
、

若
年
者
の
入
職
者
を
増
や
し
、
定
着
率
を
上
げ
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

自
動
化
・
省
力
化
の
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
建
設
事

業
は
基
本
的
に
単
品
生
産
・
屋
外
産
業
で
、
製
造
業

の
よ
う
な
自
動
化
・
省
力
化
を
図
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
す
。
し
か
し
で
き
う
る
か
ぎ
り
の
重
筋
作
業

の
機
械
化
、
省
力
化
、
工
場
生
産
に
よ
る
プ
レ
ハ
ブ

化
、
木
造
住
宅
に
お
け
る
プ
レ
カ
ッ
ト
化
な
ど
、
建

設
事
業
場
現
場
の
負
担
を
少
な
く
す
る
努
力
は
さ
ら

に
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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